
１
No.１２９５

市報 2024

さかいみなと

  内　容
●令和５年境港市の１０大ニュース・・・・P２～３
●水木しげる記念館の展示概要　ほか・・・P４～５
●１２月定例市議会報告　ほか・・・・・・P６～11
●還付申告のおしらせ　ほか・・・・・・・P12～15
●エコらいふ通信・地域包括支援センター情報・P16～17
●人権政策室からのお知らせ　ほか・・・・P18～19
●情報あらかると・・・・・・・・・・・・P20～21
●お知らせ　ほか・・・・・・・・・・・・P22～27
●子育てひろば・図書館に行こう　ほか・・P28～31
●こどもクッキング・今月のげんきちゃん・P32

謹賀
 新年

辰



○外国からのインバウンド観光の再開（国際クルー
　ズ船の寄港や国際航空便の再開）

　３月の大型クルーズ客船「ウエステルダム」の境港寄港
を皮切りに、台湾・ソウルチャーター便などインバウンド
観光が再開。訪れた外国人観光客らは水木しげるロードを
はじめとした山陰の観光地を巡りました。

○水木しげるロード誕生３０周年
　各種コラボイベントなど実施

　平成５年に誕生した水木しげるロードは、７月18日で
30周年を迎えました。これを記念し、声優をお招きした
イベントの開催や、有名企業などとの各種タイアップイベ
ントを実施。今年も様々な事業で盛り上げていきます。

○第１回境港市民音楽祭　開催

　10月14・15日に市民交流センター、11月４・５日
に文化ホールで第１回境港市民音楽祭が開催されました。
当日は、市民が観客や演奏者として一堂に会し、演奏と鑑
賞を同時に楽しみました。

○水木しげる記念館
　リニューアルのため休館

　開館から20年を迎えた水木しげる記念館は、現地での
建て替えによるリニューアル工事のため、約１年間の休館
となりました。今年４月リニューアルオープン予定ですの
で、みなさんお楽しみに。

ⓒ水木プロ

　令和5年の出来事の中から、オンラインでのアンケート結果を参考に選考し、
境港市の１０大ニュースを決定しました。
　ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

10大 ニ ュ ー ス10大 ニ ュ ー ス
令 和令 和　 年 境 港 市 の　 年 境 港 市 の５５

【
１
月
】

◇
消
防
出
初
式

◇
二
十
歳
の
集
い

◇
カ
ニ
感
謝
祭

【
２
月
】

◇
健
康
ま
つ
り

【
３
月
】

◇
水
木
し
げ
る
生
誕
祭

◇
水
木
し
げ
る
記
念
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
休
館

◇
証
明
書(

住
民
票
な
ど)

の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
開
始

【
４
月
】

◇
ご
み
分
別
促
進
ア
プ
リ

　
「
さ
ん
あ
〜
る
」
導
入

◇
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費

　

助
成
事
業
開
始

◇
市
税
の
一
部
で
ク
レ
ジ
ッ

　

ト
納
付
対
応
開
始

◇
玉
栄
丸
慰
霊
碑
献
花
式

【
５
月
】

◇
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

　

５
類
へ
移
行

◇
美
保
基
地
航
空
祭

◇
中
野
港
漁
村
市

◇
市
民
運
動
会

【
６
月
】

◇
境
港
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭

◇
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
境
港
市

　

実
行
委
員
会
設
立

    

令
和
５
年

令
和
５
年

　
　

主
な
出
来
事

　
　

主
な
出
来
事

ⓒ水木プロ
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○みなと祭が４年ぶりに水木しげるロード・境水道周辺で開催

　４年ぶりに水木しげるロード・境水道周辺で、みなと祭
が開催されました。どのイベントも多くの人で賑わい、フィ
ナーレでは約1000発の花火が見物客を魅了しました。

○境港まぐろ感謝祭　４年ぶり開催

　海の恵みに感謝し、境港産クロマグロのおいしさをPR
するイベント、境港まぐろ感謝祭が４年ぶりに開催され、
刺し身の振る舞いや特価販売のマグロの切り身を目当てに
約6000人が来場しました。

○境港水産まつり　４年ぶり開催

　境漁港の魅力を伝える恒例イベント、境港水産まつりが
４年ぶりに開催されました。マグロ解体ショーのほか、境
漁港で水揚げされた新鮮な海産物などが特別価格で販売さ
れ、県内外の多くの人で賑わいました。

○米子鬼太郎空港　国際定期便（ソウル便）再開

　10月25日、４年ぶりに米子ソウル便の定期運航が再
開されました。搭乗率は好調で、日韓交流のさらなる活性
化が期待されます。

○市民運動会　４年ぶり開催

　４年ぶりとなる市民運動会が5月14日に市内各地区
で開催されました。子どもも大人も地域の住民が一堂に会
し、互いに励ましあい、笑顔あふれる一日となりました。

○美保基地航空祭に４万人が来場

　４年ぶりとなる美保基地航空祭が開催され、６年ぶりと
なるブルーインパルスによるアクロバット飛行や、最新鋭
の航空機展示など、４万人の来場者で賑わいました。

【
７
月
】

◇
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

◇
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

　

誕
生
30
周
年

◇
み
な
と
祭

【
８
月
】

◇
中
国
琿
春
市
か
ら
国
際

　

交
流
員
着
任

◇
市
美
術
展
覧
会

◇
海
浜
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

登
録
制
度
開
始

◇
水
揚
げ
量
２
年
連
続

　

10
万
ト
ン
超
え
る

【
９
月
】

◇
さ
か
い
夢
み
な
と
朝
市

【
10
月
】

◇
中
国
琿
春
市
と
の
友
好

　

都
市
提
携
30
周
年

◇
さ
か
い
み
な
と
消
防
・

　

防
災
フ
ェ
ア

◇
境
港
水
産
ま
つ
り

◇
境
港
市
民
音
楽
祭

◇
米
子
ソ
ウ
ル
国
際
定
期

　

便
再
開

【
11
月
】

◇
て
ぬ
ぐ
い
ひ
ら
ひ
ら

◇
市
表
彰
式
、
ダ
イ
ヤ
モ

　

ン
ド
婚
・
金
婚
式
典

◇
母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ

　
（
さ
か
い
み
な
と
♡
す

　

く
ナ
ビ
）
配
信
開
始

【
12
月
】

◇
移
動
図
書
館
車
導
入

◇
境
漁
港
特
定
第
三
種
漁
港

　

指
定
50
周
年

3　令和６年１月
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市

政

概

要

報

告

　
　
　
　
　
　
　
　

（
11
月
28
日
報
告
）

地
域
経
済
・
市
民
生
活
の
下
支
え

　

燃
油
を
は
じ
め
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
原
材
料
等
の
価
格
高
騰
の
影
響
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
交
付
金
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。全
市
民
に
向
け
て
配
布
し
た「
さ

か
い
み
な
と
応
援
券
」
は
、
11
月
14
日

現
在
、
約
60
％
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
者
に
向
け
て
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原

材
料
価
格
高
騰
対
策
に
か
か
る
制
度

融
資
を
利
用
し
た
際
の
利
子
相
当
額

を
最
大
３
年
間
、
全
額
助
成
し
て
お

り
、
10
月
末
現
在
で
、
19
件
、
合
計
で

１
億
９
千
万
円
余
の
融
資
が
実
行
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

価
格
高
騰
に
よ
る
影
響
が
特
に
大
き

い
世
帯
に
向
け
て
は
、
10
月
末
時
点

で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対

し
、
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
の
給
付
を

３
６
９
８
世
帯
に
、
児
童
扶
養
手
当
受

給
世
帯
な
ど
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円
の
給
付
を

８
３
４
人
分
・
４
７
５
世
帯
に
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
や

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
な
ど
に
対
し
、

光
熱
費
等
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
４

月
に
６
１
７
世
帯
、
７
月
に
６
３
１
世

帯
に
、
１
世
帯
当
た
り
１
万
７
千
円
を
、

10
月
に
は
６
２
８
世
帯
に
１
世
帯
あ
た

り
１
万
５
千
円
を
給
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
地
域
経
済
や
市
民
生
活
を
下
支
え

し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
・
健
康
寿
命

の
延
伸
に
向
け
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
き
ま
し

て
は
、
９
月
20
日
か
ら
、
初
回
接
種
を

終
え
た
生
後
６
か
月
以
上
の
全
て
の
方

を
対
象
に
、「
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

３
年
間
、
年
末
年
始
に
向
け
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
一
度
、
手
洗

い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク
な
ど
の
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
ご
検
討
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
は
、
例
年
に
比
べ
早
く

流
行
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

感
染
防
止
対
策
を
周
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
妊
産
婦
、
心
臓
・

呼
吸
器
・
免
疫
等
に
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
方
、
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
及
び

65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
の
対
象
と

な
る
方
に
、
10
月
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

送
し
、
早
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
呼
び

掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
開
始
し
た
加
齢
性
難
聴
者
へ

の
補
聴
器
購
入
費
助
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
10
月
末
現
在
で
52
件
の
申
請
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
効
果
を
検
証
す
る
た
め
に
実
施

し
た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
会

話
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
」「
地
域
の

活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
の
喜
び
の
声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
、
山
陰
言
語
聴
覚

士
協
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
日
常
生
活

の
状
況
な
ど
を
聞
き
取
り
な
が
ら
「
聞

こ
え
」
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
相
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
「
聞
こ
え
」

に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

制
度
の
周
知
や
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
、改
定
を
予
定
し
て
い
る「
高

齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
と
10
月
に
策

定
委
員
会
を
開
催
し
、
第
８
期
計
画
の

分
析
、
地
域
課
題
の
抽
出
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
12
月
下
旬
に
は
、
３

回
目
の
策
定
委
員
会
を
予
定
し
て
お
り
、

委
員
の
皆
様
に
次
期
介
護
保
険
料
等
の

素
案
を
お
示
し
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

策
定
委
員
会
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
た

素
案
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
行
い
、
計
画
策
定
し
て
ま
い
り
ま

す
。子

育
て
支
援

　

ゼ
ロ
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
一
貫
保

育
の
実
現
に
向
け
た
公
立
保
育
園
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
な
か

は
ま
保
育
園
で
は
、
空
調
・
ト
イ
レ
・

調
理
室
の
改
修
が
完
了
し
、
現
在
、
乳

児
室
の
増
築
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
あ

が
り
み
ち
保
育
園
で
は
、
空
調
の
改
修

が
完
了
し
、
現
在
、
ト
イ
レ
の
改
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
順
調
に

工
事
が
進
ん
で
お
り
、
年
度
内
の
完
了

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
築
と
な
る
わ
た
り
保
育
園
に
つ
い

て
は
、
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
対
応

の
ほ
か
、
省
エ
ネ
と
創
エ
ネ
に
よ
る
建

物
の
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
指
す
ゼ
ブ

化
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
お
り
ま

す
。共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
４
次
境
港
市

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」
を
11
月
、

策
定
し
ま
し
た
。

　

第
４
次
計
画
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
誰
も
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
計
画
の
名

称
を
「
さ
か
い
み
な
と　

み
ん
な
と
参

画
プ
ラ
ン
」
に
改
め
た
ほ
か
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
実
現
や
性
の
多
様
性
を
前

提
と
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
出

産
・
育
児
等
に
関
す
る
支
援
の
充
実

な
ど
、
よ
り
幅
広
い
視
点
に
立
っ
た
内

容
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
計
画
に
よ

る
効
果
を
確
認
す
る
た
め
の
指
標
と
し

て
、「
審
議
会
等
委
員
の
女
性
の
割
合
」

や
「
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
」
な
ど

に
数
値
目
標
を
新
た
に
設
定
す
る
な
ど
、

実
効
性
を
高
め
る
計
画
と
し
て
お
り
ま

す
。

地
域
経
済
・
市
民
生
活
の
下
支
え

月
定
例
市
議
会
報
告

12
月
定
例
市
議
会
が
11
月
28
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
伊
達
市
長
か
ら
市
政
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
定
例
市
議
会
で
は
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12

子
育
て
支
援

市
民
の
健
康
づ
く
り
・
健
康
寿
命

の
延
伸
に
向
け
て

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
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本
計
画
に
基
づ
き
、
男
女
の
固
定
的

な
役
割
分
担
意
識
を
変
え
る
た
め
の
啓

発
、
育
児
・
介
護
を
し
な
が
ら
で
も
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
や
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

「
境
港
市
障
が
い
児
者
プ
ラ
ン
」
の

改
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
と
10
月

に
策
定
・
評
価
委
員
会
を
開
催
し
、
現

計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
の
検
証
、
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
や
目
標

値
の
設
定
、
障
害
福
祉
施
策
の
基
本
的

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と

も
に
、
国
の
指
針
に
基
づ
き
、
地
域
で

連
携
し
、
強
度
行
動
障
が
い
が
あ
る
方

へ
の
支
援
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
検

討
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
や
障
が
い
者
の
方
々
と
の
意
見
交

換
を
踏
ま
え
た
素
案
を
作
成
し
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
本
年
度
中

に
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
、
本
市
と
中
国
・
琿
春
市
は
、

友
好
都
市
提
携
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

７
月
に
実
施
し
た
高
校
生
同
士
の
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
に
続
き
、
10
月
に
は
、
み

な
と
テ
ラ
ス
に
お
い
て
、
両
市
の
交
流

を
紹
介
す
る
写
真
や
動
画
を
展
示
す
る

記
念
写
真
展
を
開
催
し
、
多
く
の
市
民

の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
記
念
式
典
に
つ
い
て
は
、
10

月
９
日
に
琿
春
市
代
表
団
を
お
迎
え
し
、

開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
急
遽
、
来

日
が
取
り
止
め
と
な
り
、
11
月
22
日
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
琿
春
市
長
を
は
じ
め
両
市
の
行

政
関
係
者
に
加
え
、
交
流
を
支
え
て
き

た
企
業
や
市
民
の
方
々
と
、
こ
れ
ま
で

の
交
流
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

今
後
の
さ
ら
な
る
交
流
促
進
を
誓
い
、

相
互
発
展
を
願
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。観

光
振
興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て

は
、
８
月
に
入
込
客
数
が
１
０
０
万
人

を
突
破
し
た
後
も
好
調
に
推
移
し
、
10

月
末
ま
で
の
入
込
客
数
は
、
１
２
６
万

人
、
対
前
年
比

１
５
０
％
で
あ
り
ま

し
た
。

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
30
周
年
を
記
念

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
10
月
20

日
か
ら
、
大
手
飲
食
チ
ェ
ー
ン
店
の
セ

ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
に
付
く
「
水
木
し
げ
る

の
妖
怪
ず
か
ん
」
を
本
市
観
光
案
内
所

に
持
参
さ
れ
た
方
に
、「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼

太
郎
」
と
「
悪
魔
く
ん
」
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
テ
ッ
カ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
誘

客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
１
月
に
は
俳
優
な
ど
を
ゲ

ス
ト
に
招
き
、
水
木
し
げ
る
先
生
の
作

品
の
朗
読
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
す

る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

11
月
９
日
に
は
、
新
作
ア
ニ
メ
「
悪

魔
く
ん
」
が
全
世
界
に
向
け
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
さ
れ
、17
日
に
は
、映
画
「
鬼

太
郎
誕
生　

ゲ
ゲ
ゲ
の
謎
」
が
公
開
と

な
り
ま
し
た
。

　

都
市
部
の
映
画
館
で
は
、
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
を
紹
介
す
る
動
画
を
作
品
が

始
ま
る
前
に
流
す
ほ
か
、
広
島
駅
や
岡

山
駅
、
倉
敷
駅
な
ど
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
行

う
な
ど
、
映
画
作
品
と
連
携
し
た
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
へ
の
誘
客
を
図
る
と
と
も

に
、
来
年
４
月
の
水
木
し
げ
る
記
念
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た

Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
再
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
順
調
に
工
事
が
進
み
、

来
年
１
月
末
に
は
建
物
が
完
成
す
る
予

定
で
あ
り
、
展
示
業
務
に
つ
い
て
は
、

実
施
設
計
を
終
え
、
11
月
か
ら
、
展
示

物
の
製
作
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
13
日
に
指
定
管
理
候
補

者
選
定
委
員
会
を
開
催
し
、
水
木
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
３
社
で
構
成
す
る

「
一
般
社
団
法
人
水
木
し
げ
る
記
念
館

管
理
運
営
共
同
事
業
体
」
を
指
定
管
理

候
補
者
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　

ク
ル
ー
ズ
客
船
に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
年
４
か
月
ぶ
り
に
国
際
ク
ル
ー
ズ
も

再
開
し
、
11
月
23
日
が
最
終
寄
港
と
な

り
、
28
回
、
約
３
万
３
千
人
の
方
が
本

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
境
夢
み
な
と
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
利
活
用
も
よ
う
や
く
本
格
化

す
る
と
と
も
に
、
市
内
に
外
国
人
観
光

客
の
姿
も
増
え
、
賑
わ
い
が
戻
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
23
日
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

プ
リ
ン
セ
ス
の
寄
港
の
際
に
は
、
境
港

総
合
技
術
高
等
学
校
の
生
徒
が
実
習
品

販
売
の
店
を
開
き
、
英
語
で
接
客
を
行

う
な
ど
、
外
国
か
ら
の
お
客
様
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、

10
月
25
日
、
米
子
ソ
ウ
ル
国
際
定
期
便

の
運
航
が
４
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
ま
し

た
。
初
便
の
到
着
に
合
わ
せ
、
鳥
取
県

知
事
ら
と
と
も
に
韓
国
か
ら
の
乗
客
を

お
出
迎
え
し
た
ほ
か
、
日
韓
両
国
の
官

民
の
関
係
者
で
開
催
し
た
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
運
航
再
開
を
祝
う
と
と
も

に
、
航
路
の
発
展
や
日
韓
交
流
の
促
進

に
つ
い
て
、
お
互
い
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
に
は
来
年
２
月
ま
で
の

季
節
限
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
米
子
香

港
便
の
定
期
運
航
を
控
え
て
お
り
、
通

年
の
定
期
運
航
に
繋
が
る
よ
う
、
利
用

促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
鳥
取
県
や
境
港
管
理
組

合
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
観
光

局
な
ど
、
関
係
機
関
と
と
も
に
、
国
内

外
か
ら
の
誘
客
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

　

境
漁
港
の
10
月
末
ま
で
の
水
揚
量
は
、

11
万
１
千
ト
ン
余
で
前
年
比
約
１
１
７

％
、
水
揚
金
額
は
２
０
２
億
５
千
万
円

余
で
前
年
比
約
１
２
１
％
と
、
サ
バ
、

マ
イ
ワ
シ
の
豊
漁
な
ど
に
よ
り
、
10
万

ト
ン
と
２
０
０
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
突
破

し
ま
し
た
。

10
月
８
日
に
は
、
４
年
ぶ
り
と
な

る
「
水
産
ま
つ
り
」
が
、
高
度
衛
生
管

理
型
市
場
と
な
っ
て
初
め
て
２
号
上
屋

と
そ
の
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
約

２
万
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

新
鮮
な
水
産
物
や
水
産
加
工
品
の
販
売

に
加
え
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
マ
グ
ロ
解

体
シ
ョ
ー
や
セ
リ
体
験
な
ど
、
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
定

第
３
種
漁
港
指
定
50
周
年
の
節
目
を
記

念
す
る
写
真
展
も
行
わ
れ
、
目
覚
ま
し

い
変
貌
を
遂
げ
た
港
を
多
く
の
方
々
に

実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
、
静
岡
県
沼
津
市
に

お
き
ま
し
て
本
年
度
の
大
会
が
開
催
さ

れ
、
私
も
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

沼
津
大
会
に
は
、
全
国
の
港
か
ら
過

去
最
大
と
な
る
33
の
グ
ル
メ
が
集
結
し
、

２
日
間
の
大
会
期
間
中
は
、
12
万
人
を

超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気

み
な
と
」
が
「
境
港
海
鮮
い
ぶ
し
丼
」

を
出
品
さ
れ
、
用
意
さ
れ
た
１
２
０
０

食
が
完
売
と
な
り
、
境
港
の
海
産
物
・

加
工
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

来
年
11
月
の
境
港
大
会
は
、
沼
津
大

会
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
賑
や
か
な
大

会
に
な
る
よ
う
、
実
行
委
員
会
で
し
っ

か
り
と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
準
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

１２月定例市議会報告

観
光
振
興

水
産
業
の
振
興
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農
業
の
振
興

　

弓
浜
干
拓
地
の
営
農
基
盤
の
強
化
に

向
け
て
は
、
中
海
干
拓
地
営
農
組
合
等

が
行
っ
て
い
る
輪
作
営
農
や
、
排
水
改

善
・
耕
作
条
件
改
善
な
ど
の
取
り
組
み

に
対
し
て
、
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
本
年
度
は
、
石
礫
の
除
去
を
行

う
た
め
の
ス
ト
ー
ン
ピ
ッ
カ
ー
や
農
地

を
均
し
表
面
排
水
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
の
導
入
の
ほ
か
、

地
下
深
く
に
根
が
伸
び
る
緑
肥
栽
培
に

よ
り
、
排
水
の
向
上
及
び
土
壌
改
良
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
基
幹
作
物
で
あ
る
白

ね
ぎ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
に
、
米

子
市
と
共
同
で
「
弓
浜
地
区
白
ね
ぎ
産

地
の
生
産
振
興
プ
ラ
ン
」
の
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
西
日
本
一
の
白
ね

ぎ
生
産
地
を
目
指
し
、
生
産
者
の
確
保

や
、
生
産
の
効
率
化
、
品
質
・
ブ
ラ
ン

ド
力
・
販
売
価
格
の
向
上
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
生
産
者

と
鳥
取
県
な
ど
と
協
議
を
重
ね
、
共
同

選
果
場
の
施
設
整
備
や
機
械
導
入
の
支

援
、
新
規
就
農
者
に
向
け
た
研
修
制
度

の
充
実
な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を

盛
り
込
ん
だ
実
施
計
画
を
本
年
度
中
に

作
成
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

圏
域
の
連
携

　

中
海
及
び
宍
道
湖
の
周
囲
を
８
の
字

状
に
結
ぶ
高
規
格
道
路
網
の
整
備
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
３
日
、「
中

海
・
宍
道
湖
８
の
字
ル
ー
ト
整
備
推
進

会
議
」
並
び
に
鳥
取
・
島
根
両
県
と
と

も
に
、「
中
海
・
宍
道
湖
８
の
字
ル
ー

ト
に
関
す
る
要
望
・
意
見
交
換
会
」
を

開
催
し
、
そ
の
中
で
、
森
内
閣
総
理
大

臣
補
佐
官
へ
中
海
・
宍
道
湖
８
の
字
ル

ー
ト
の
整
備
推
進
を
強
く
要
望
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
11
月
14
日
及
び
15
日
に
は
、

国
土
交
通
省
、
地
元
選
出
国
会
議
員
に

対
し
て
整
備
推
進
の
要
望
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

米
子
・
境
港
間
の
高
規
格
道
路
の
早

期
事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
き

ま
し
て
は
、
11
月
13
日
、
鳥
取
県
や
関

係
自
治
体
、
議
会
、
経
済
界
な
ど
が
一

堂
に
会
し
、
中
国
横
断
自
動
車
道
岡
山

米
子
線
（
蒜
山
Ｉ
Ｃ
〜
境
港
間
）
の
整

備
促
進
に
関
す
る
総
決
起
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、「
蒜
山
・
米
子
間
の
４

車
線
化
の
早
期
実
現
」
と
と
も
に
「
米

子
・
境
港
間
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
の
早

期
事
業
化
」
を
国
に
要
望
す
る
こ
と
を

決
議
し
、
鳥
取
県
知
事
と
関
係
自
治
体

の
首
長
が
、
国
に
対
し
直
接
要
望
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
・
社
会
教
育

　

学
校
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
こ

数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
様
々
な
制
限
を
受
け

て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、
改
め
て

人
と
関
わ
る
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら

学
校
行
事
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

学
習
の
基
盤
と
な
る
言
語
能
力
の
育

成
に
向
け
、
８
月
に
全
国
で
も
著
名
な

国
語
科
と
英
語
科
の
講
師
を
招
き
、
教

職
員
を
対
象
に
し
た
「
こ
と
ば
の
力
を

育
む
研
修
会
」
を
開
催
し
た
ほ
か
、
11

月
か
ら
、
小
学
校
１
、
２
年
生
が
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
む
体
験
学
習
「
ク
リ
ス
マ
ス
キ

ャ
ラ
バ
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が

外
国
語
等
を
楽
し
く
学
習
で
き
る
教
育

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
達

の
豊
か
な
こ
と
ば
の
力
を
育
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

小
学
校
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
き
ま
し

て
は
、
洋
式
化
や
床
面
の
ド
ラ
イ
化
、

み
ん
な
の
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
基
本
設
計
が
完
了
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
子
ど
も
た
ち
が

気
持
ち
よ
く
使
え
る
ト
イ
レ
を
目
指
し
、

実
施
設
計
・
改
修
工
事
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
環
境
の
充
実
の
一
環
と
し

て
、
12
月
14
日
、
移
動
図
書
館
車
の
運

用
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
移
動
図
書
館

車
は
、
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の
親

族
か
ら
の
寄
附
金
を
活
用
し
、
整
備
す

る
も
の
で
、
約
５
０
０
冊
の
図
書
を
収

納
・
運
搬
で
き
る
書
架
を
備
え
て
お
り

ま
す
。

　

交
通
手
段
が
な
い
な
ど
様
々
な
理
由

で
、
普
段
、
図
書
館
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
方
に
、
本
を
読
ん
だ
り
、
借

り
た
り
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
ほ

か
、
図
書
館
司
書
が
直
接
出
向
く
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
図
書
館
の
こ

と
や
そ
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
図
書
館
の
利
用
促
進
に
も
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

環
境
対
策

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
境
港
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
調
査
研
究
事
業
」
に
お
い

て
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

化
に
向
け
た
可
能
性
を
検
討
し
て
お
り
、

本
年
度
中
に
、
調
査
研
究
の
成
果
を
取

り
ま
と
め
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
方
向
性
を
定
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
全
域
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
を
推
進
す
る
た
め
、「
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）」
の
策
定
作
業
を
進
め
て

お
り
、
本
年
度
中
に
は
完
成
す
る
予
定

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

海
や
海
辺
の
環
境
を
守
る
取
り
組
み

に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
か
ら
行
っ
て

い
る
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
で
の
清
掃
に

加
え
、
本
年
度
か
ら
、
砂
浜
の
緑
地
部

分
の
ご
み
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
作
業
を
障
が
い
者
就
労
支
援
事

業
所
に
委
託
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
２
つ
の
事
業
所
で
、
計
23
回
、

延
べ
１
２
８
人
の
作
業
で
99
㎏
の
ご
み

を
回
収
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
15
日
に
は
、「
シ
ー
サ

イ
ド
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
弓
ヶ
浜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
米
子
市
と
共
同
で
行
っ
て
お

り
、
本
年
度
は
本
市
新
屋
町
海
岸
で
開

催
し
、
親
子
連
れ
や
各
種
団
体
な
ど
、

２
７
３
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
は
、
海
岸
の
清
掃
を
し
た

後
、
き
れ
い
に
な
っ
た
砂
浜
で
「
サ
ン

ド
ア
ー
ト
（
砂
像
づ
く
り
）」
を
行
い
、

参
加
者
に
は
、
砂
浜
に
親
し
む
と
と
も

に
、
美
保
湾
や
弓
ヶ
浜
へ
の
愛
着
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

循
環
型
社
会
の
推
進
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
ご
み
堆
肥

化
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
の
購
入
費
の

補
助
を
開
始
し
ま
し
た
。
11
月
14
日
現

在
、
23
件
の
申
請
を
い
た
だ
く
な
ど
、

大
変
好
調
な
状
況
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

対
す
る
市
民
の
関
心
の
高
さ
を
改
め
て

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
や
生
ご
み

の
減
量
化
に
関
す
る
冊
子
「
生
ご
み
ダ

イ
エ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、
11
月
発
行
の

市
報
で
折
り
込
み
配
布
し
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
手

軽
に
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
無
料
配
布
を
行
い
、

わ
ず
か
３
日
間
で
予
定
し
て
い
た
数
量

に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
追
加
配

布
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
市
報
や
出
前
講
座
の
開

催
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
へ
の
普
及
啓

発
を
行
い
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
・
社
会
教
育

圏
域
の
連
携

環
境
対
策

農
業
の
振
興
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快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

　

道
路
等
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

通
学
路
安
全
対
策
と
し
て
、
渡
小
学
校

周
辺
を
時
速
30
キ
ロ
の
速
度
規
制
区
域

と
す
る
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
整
備
や
渡
漁

港
埋
立
地
内
の
内
水
排
除
施
設
が
完
成

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
境
地
区
等
で
の

側
溝
改
修
や
昭
和
町
の
舗
装
修
繕
な
ど

に
つ
い
て
は
、
年
度
内
の
完
成
に
向
け

鋭
意
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

公
園
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
、

境
港
駅
前
公
園
の
隣
接
地
に
整
備
す
る

「（
仮
称
）
妖
怪
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
工

事
に
着
手
し
て
お
り
、
年
度
内
の
完
成

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
境
中
央

公
園
及
び
令
和
７
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
い
る
竜
ヶ
山
公
園
周
辺
エ
リ

ア
の
屋
根
付
き
広
場
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

設
計
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
へ
の
補
助

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
１
敷

地
単
位
で
の
申
請
を
、
独
立
し
た
塀
ご

と
の
申
請
に
改
め
、
補
助
上
限
額
を
増

額
す
る
な
ど
、
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
に
補
助
制
度
の
お
知
ら
せ
を
同
封

し
た
効
果
も
あ
り
、
多
く
の
方
々
に
ご

活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
通
学
路
沿
い
の
危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
解
消
し
た

21
件
に
加
え
、
本
年
度
２
件
が
解
消
さ

れ
、
残
る
８
件
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
、
解
消
に
向
け
た
交
渉
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

防
災
対
策

　

昨
年
度
、
鳥
取
県
西
部
地
震
が
発
生

し
た
10
月
６
日
を
「
境
港
市
家
族
防
災

会
議
の
日
」
と
定
め
、
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

家
族
防
災
会
議
の
日
を
間
近
に
控
え

た
10
月
１
日
、
防
災
対
応
拠
点
で
も
あ

る
、
み
な
と
テ
ラ
ス
を
会
場
に
、「
さ

か
い
み
な
と
消
防
・
防
災
フ
ェ
ア
」
を

初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
消
防
・
自
衛

隊
・
警
察
等
の
車
両
の
展
示
、
航
空
自

衛
隊
美
保
基
地
に
よ
る
防
災
食
「
美
保

基
地
カ
レ
ー
」
の
提
供
、
地
域
防
災
に

つ
い
て
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
竹

内
町
自
治
会
に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、
境

港
市
家
族
防
災
会
議
の
日
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、

当
日
参
加
さ
れ
た
約
３
０
０
０
人
の
方

に
防
災
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
消
防
団
に
よ
る
腕
用
ポ

ン
プ
車
の
実
演
や
水
消
火
器
体
験
、
Ｐ

Ｒ
動
画
の
上
映
を
通
じ
て
、
地
域
防
災

力
の
中
核
と
な
る
消
防
団
を
知
っ
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

家
族
防
災
会
議
の
日
の
当
日
に
は
、

防
災
行
政
無
線
等
で
広
く
市
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
を
す
る
と
と
も
に
、
幼
稚

園
や
小
学
校
等
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
訓
練
、
保
育
園
に
お
け
る
防
災
食

の
体
験
等
、
防
災
に
つ
い
て
、
家
庭
や

地
域
、
職
場
等
で
話
し
合
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災
を

自
分
事
と
し
て
捉
え
、
防
災
意
識
の
向

上
に
繋
が
る
よ
う
、
普
及
啓
発
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

原
子
力
防
災

　

８
月
８
日
、
安
全
協
定
に
基
づ
き
、

中
国
電
力
か
ら
、
島
根
原
子
力
発
電
所

一
号
機
の
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
に
関

す
る
事
前
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
鳥
取
県
及
び
米
子
市

と
と
も
に
鳥
取
県
原
子
力
安
全
対
策
合

同
会
議
を
開
催
し
、
中
国
電
力
及
び
鳥

取
県
原
子
力
安
全
顧
問
か
ら
の
説
明
や

意
見
等
を
聞
く
と
と
も
に
、
議
会
の
意

見
や
住
民
説
明
会
で
の
意
見
等
を
踏
ま

え
、「
廃
止
措
置
終
了
時
期
の
変
更
を

含
む
全
体
計
画
」
並
び
に
「
４
段
階
か

ら
な
る
全
体
計
画
の
う
ち
原
子
炉
本
体

周
辺
設
備
等
解
体
撤
去
期
間
で
あ
る
第

２
段
階
」
に
限
り
了
解
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

中
国
電
力
に
対
し
て
は
、
住
民
の
安

全
確
保
及
び
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と

を
最
優
先
事
項
と
し
な
が
ら
も
、
速
や

か
に
廃
炉
作
業
を
終
え
る
こ
と
な
ど
の

意
見
を
付
し
、
10
月
13
日
、
鳥
取
県
知

事
、
米
子
市
長
と
と
も
に
、
事
前
報
告

に
対
す
る
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
国
に
対
し
て
は
、「
本

市
が
求
め
た
こ
と
が
確
実
に
履
行
さ
れ

る
よ
う
中
国
電
力
を
指
導
す
る
こ
と
」

や
「
原
子
力
防
災
対
策
に
か
か
る
費
用

に
つ
い
て
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
財
源

措
置
を
す
る
こ
と
」
等
を
、
強
く
要
望

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
中
国
電
力
に

対
し
て
本
市
が
回
答
し
た
内
容
」と「
国

に
対
し
て
要
望
し
た
内
容
」
を
、
島
根

県
に
伝
え
、
島
根
県
が
中
国
電
力
へ
回

答
す
る
際
に
は
、
十
分
配
慮
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
22
日
に
は
、
島
根
原
子

力
発
電
所
２
号
機
で
使
用
す
る
新
燃
料

が
発
電
所
に
搬
入
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

鳥
取
県
の
立
入
調
査
に
同
行
し
、
安
全

上
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
島
根
原
子
力
発
電

所
の
動
向
に
注
視
し
、
市
民
の
皆
様
の

安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
震
に
よ
る
自
然
災
害
と
原
子
力
発
電

所
事
故
と
の
複
合
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
と
し
て
、
10
月
19
日
に
は
、
災
害
対

策
本
部
の
運
営
訓
練
を
、
11
月
５
日
に

は
、
住
民
避
難
訓
練
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、

山
陰
両
県
及
び
６
市
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

住
民
避
難
訓
練
で
は
、
渡
地
区
・
外

江
地
区
を
中
心
と
し
て
86
人
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
原
子
力
災
害
時
の
一
時
移

転
先
で
あ
る
鳥
取
市
内
の
学
校
ま
で
バ

ス
や
自
家
用
車
に
よ
る
避
難
な
ど
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
当

日
の
訓
練
で
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
を

解
決
し
、
広
域
住
民
避
難
計
画
の
実
効

性
を
高
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
の
推
進

　

「
境
港
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
の
基
本

方
針
で
あ
る
「
書
か
な
い
窓
口
」「
迷

わ
な
い
窓
口
」
の
実
現
に
向
け
、
９
月

に
「
窓
口
体
験
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

「
転
入
時
」「
死
亡
時
」「
証
明
書
取
得
時
」

の
３
つ
の
想
定
で
住
民
役
と
な
っ
た
職

員
が
、
実
際
に
一
連
の
手
続
き
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
市
役
所
に
来
ら
れ
た
方

が
「
何
を
見
て
、
ど
う
思
い
、
ど
の
よ

う
に
行
動
す
る
の
か
」
を
検
証
し
、
課

題
や
改
善
点
を
洗
い
出
し
ま
し
た
。

　

「
最
初
に
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
か
分

か
ら
な
い
」「
書
類
の
書
き
方
が
分
か

り
に
く
い
」「
同
じ
情
報
を
何
度
も
書

く
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
、
こ
の
調
査
で

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課
題
等
に
つ
い
て
、

案
内
表
示
の
工
夫
や
様
式
の
見
直
し
、

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
の
改
善
策
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

庁
内
事
務
処
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
年
１
月
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
た
子
育
て
や
介

護
の
申
請
と
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
を
連

携
す
る
た
め
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導
入
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
固
定
資
産
税
の
業
務
に

お
い
て
も
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
を
開
始
し
て

お
り
、
現
在
、
さ
ら
な
る
活
用
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業

務
の
効
率
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１２月定例市議会報告

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

防
災
対
策

原
子
力
防
災

Ｄ
Ｘ
の
推
進
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１２月定例市議会報告

行
財
政
運
営

　

本
年
度
の
財
政
見
通
し
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
般
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
収

入
と
地
方
交
付
税
に
加
え
、
国
・
県
支

出
金
な
ど
の
特
定
財
源
に
つ
い
て
も
、

概
ね
当
初
予
算
額
を
確
保
で
き
る
も
の

と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

規
律
あ
る
財
政
運
営
を
堅
持
し
て
き
た

結
果
、
一
定
の
財
政
健
全
化
が
図
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
抱
え
る
課

題
で
あ
る
土
地
開
発
公
社
の
負
債
解
消
、

市
庁
舎
及
び
小
中
学
校
校
舎
の
建
替
え

等
の
施
設
整
備
へ
の
備
え
、
増
大
す
る

社
会
保
障
関
係
経
費
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
向
上
な
ど
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
未

だ
楽
観
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
来
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
層
規
律
あ
る
財

政
運
営
に
徹
し
な
が
ら
、「
良
い
も
の
」

は
継
続
・
発
展
さ
せ
、「
変
え
る
べ
き

も
の
」
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
大
胆

に
変
え
る
考
え
の
も
と
、
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
７
６
２
１
万

５
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

２
０
８
億
２
６
３
３
万
５
千
円
と
し
ま

し
た
。

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

令
和
４
年
度
決
算
剰
余
金
の
発
生

に
伴
う
、
地
方
財
政
法
第
７
条
に
基

づ
く
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金

２
億
６
０
２
５
万
円
余
、
戸
籍
法
等
の

改
正
に
伴
い
、
戸
籍
等
に
氏
名
の
振
り

仮
名
の
記
載
等
を
行
う
た
め
の
シ
ス
テ

ム
改
修
経
費
１
１
５
９
万
円
余
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
い
不
足
が
見

込
ま
れ
る
、
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴

器
購
入
に
対
す
る
補
助
金
90
万
円
、
受

診
件
数
の
増
加
に
伴
い
不
足
が
見
込
ま

れ
る
、
小
児
等
に
対
す
る
医
療
費
助
成

な
ど
２
１
８
１
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
い
不
足
が
見

込
ま
れ
る
、
家
庭
用
生
ご
み
堆
肥
化
容

器
の
購
入
に
対
す
る
補
助
金
７
万
円
余

を
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

令
和
５
年
台
風
７
号
に
よ
る
農
作
物

被
害
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
薬
剤
散
布

に
対
す
る
補
助
金
42
万
円
余
、
鳥
取
県

産
の
水
産
物
を
原
材
料
と
す
る
食
品
加

工
等
に
取
り
組
む
た
め
の
施
設
・
機
械

設
備
の
整
備
を
行
う
市
内
加
工
業
者
に

対
す
る
補
助
金
１
２
２
４
万
円
余
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
商
工
費
】

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
再
整
備
事
業
に

お
い
て
、
展
示
内
容
を
充
実
さ
せ
た
こ

と
に
よ
り
、
不
足
が
見
込
ま
れ
る
展
示

業
務
委
託
料
３
４
１
０
万
円
を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
い
不
足
が
見

込
ま
れ
る
、
空
家
除
却
支
援
事
業
費
補

助
金
３
０
０
万
円
、
工
事
単
価
の
上
昇

等
に
よ
り
不
足
が
見
込
ま
れ
る
、
道
路

維
持
工
事
費
４
８
６
万
円
余
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
。

【
教
育
費
】

　

小
中
学
校
に
お
い
て
、
障
が
い
の
あ

る
児
童
・
生
徒
の
受
け
入
れ
に
必
要
な

環
境
整
備
を
す
る
た
め
の
改
修
工
事
費

な
ど
４
６
０
万
円
余
、
境
港
市
文
化

ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ル
天
井
耐
震
化
等
の

改
修
工
事
費
及
び
監
理
業
務
委
託
料

６
億
５
８
０
６
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
。

《
歳
入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
繰
越
金
、

基
金
繰
入
金
、
市
債
な
ど
を
増
額
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

年
度
内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ

る
渡
地
区
集
会
所
建
設
事
業
な
ど
４
事

業
に
つ
い
て
、
新
た
に
繰
越
明
許
費
の

設
定
を
行
い
、
翌
年
度
に
予
算
を
繰
り

越
す
措
置
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

本
年
度
中
に
契
約
等
を
行
い
、
新
年

度
当
初
か
ら
切
れ
目
の
な
い
対
応
を
行

う
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
受
付
等
業
務

な
ど
４
事
業
に
つ
い
て
、
債
務
負
担
行

為
を
追
加
す
る
ほ
か
、
制
度
融
資
の
申

込
期
間
の
延
長
に
伴
い
、
利
子
補
助
の

期
間
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

令
和
５
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
価

格
高
騰
対
策
特
別
金
融
支
援
事
業
利
子

補
助
金
に
つ
い
て
、
債
務
負
担
行
為
の

変
更
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
５
３
９
９
万

１
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

２
１
２
億
８
０
３
２
万
６
千
円
と
し
ま

し
た
。

《
物
価
高
騰
対
策
に
係
る
事
業
》

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高

騰
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
世
帯

を
経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
対
し
て
、
一
世
帯
あ

た
り
７
万
円
を
給
付
す
る
た
め
の
経

費
３
億
２
２
０
万
円
余
、
本
市
独
自

に
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
１
人
あ
た

り
５
千
円
を
給
付
す
る
た
め
の
経
費

２
９
１
１
万
円
余
、
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
、
収
益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
事

業
者
に
対
し
て
、
本
市
独
自
に
、
法
人

10
万
円
、
個
人
５
万
円
を
給
付
す
る
た

め
の
経
費
５
２
９
２
万
円
余
、
物
価
高

騰
に
よ
り
不
足
が
見
込
ま
れ
る
小
中
学

校
の
給
食
材
料
費
２
２
０
２
万
円
余
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

《
人
件
費
に
係
る
補
正
予
算
》

　

各
費
目
の
人
件
費
に
つ
い
て
、
人
事

院
勧
告
に
準
じ
た
給
与
の
改
定
及
び
人

事
異
動
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
あ
わ
せ

て
４
３
６
１
万
円
余
を
増
額
す
る
と
と

も
に
、
介
護
保
険
費
特
別
会
計
に
お
け

る
人
件
費
の
増
額
に
伴
う
、
同
会
計
へ

の
繰
出
金
56
万
円
余
、
公
共
下
水
道
事

業
会
計
に
お
け
る
人
件
費
の
増
額
に
伴

う
、
同
会
計
へ
の
繰
出
金
３
５
４
万
円

余
を
増
額
し
ま
し
た
。

《
歳
入
》

　

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
等
を
計
上
す
る
ほ
か
、

財
源
と
し
て
、
基
金
繰
入
金
を
増
額
し

ま
し
た
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

事
業
期
間
の
関
係
に
よ
り
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
し
が
必
要
と
な
る
、
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
、

境
港
市
事
業
者
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰

対
策
支
援
金
に
つ
い
て
、
新
た
に
繰
越

明
許
費
を
設
定
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予

算
　

人
件
費
に
つ
い
て
、
人
事
院
勧

告
に
準
じ
た
給
与
の
改
定
に
よ
り
、

13
万
４
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

31
億
５
９
８
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

人
件
費
に
つ
い
て
、
人
事
院
勧

告
に
準
じ
た
給
与
の
改
定
に
よ
り
、

56
万
４
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

39
億
２
９
０
８
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。
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第２１回カニ感謝祭を開催します
　妖怪たちと一緒にカニを妖怪神社に奉納し、豊漁や漁の安全を祈念するカニ感謝祭を開催します。
　当日は、ベニズワイガニやカニ汁のふるまいのほか、芸能披露などが行われます。

▼と　き
　　令和６年１月１４日（日）午前１０時～午後０時３０分

▼ところ　
　◇式　典：水木しげる記念館前【午前１０時～】
　◇奉　納：妖怪神社【午前１１時～】
　◇ふるまい：しおさい会館（大正町）前【午前１１時１０分～】
　　※天候等により、内容が変更されることがあります。

▼特　典
　◇水木しげるロード商店街で当日500円以上お買い物された人、
　　先着３００人にレシートと引き換えでベニズワイガニをプレゼントいたします。

▼問い合わせ先
　　境港カニ水揚げ日本一ＰＲ実行委員会（水産商工課内）　☎４７－１０５５

（昨年のカニ感謝祭の様子）
ⓒ水木プロ

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

各
費
目
の
人
件
費
に
つ
い
て
、
人
事

院
勧
告
に
準
じ
た
給
与
の
改
定
及
び
人

事
異
動
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
あ
わ
せ

て
、
３
５
４
万
４
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
38
億
４
８
５
２
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
境
港
市
市
場
関
係
者
詰
所
条
例
の
廃

止
　

市
場
関
係
者
詰
所
の
解
体
に
伴
い
条

例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

■
水
木
し
げ
る
記
念
館
条
例
の
一
部
改

正
　

来
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
る
水
木
し
げ
る
記
念

館
の
入
館
料
等
を
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
及
び
給
料

月
額
並
び
に
特
別
職
の
期
末
手
当
に
つ

い
て
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

■
境
港
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

会
計
年
度
任
用
職
員
に
勤
勉
手
当
を
支

給
す
る
規
定
を
新
た
に
追
加
す
る
等
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　

「
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

の
施
行
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
が
出
産
す
る
場
合
、
産

前
産
後
の
一
定
期
間
の
国
民
健
康
保
険

税
の
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
を
減
額

す
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
本
籍

地
以
外
の
市
町
村
で
の
戸
籍
証
明
書
の

交
付
に
か
か
る
手
数
料
等
を
追
加
し
ま

し
た
。

■
中
海
圏
域
の
定
住
自
立
圏
の
形
成
に

関
す
る
協
定
の
変
更

　

「
中
海
圏
域
の
定
住
自
立
圏
の
形
成

に
関
す
る
協
定
」
に
、
３
市
が
連
携
し

て
取
り
組
む
事
業
と
し
て
、
起
業
・
創

業
等
の
支
援
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
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還付申告のお知らせ

所得税の還付申告および市・県民税の申告を２月１日（木）から受け付けます。
※還付申告とは、確定申告を行う義務のない人が、給与・年金などから源泉徴収された所得税額が本来納税すべき所得税額
　よりも多いときに、所得税の還付を受けるために行う申告（住宅ローン控除、医療費控除など）のことをいいます。

▼と　き　２月１日（木）～３月15日（金）※土・日・祝日は除く
◇受　　付　午前９時～午後４時　※午前９時まで会場に入れません。　
◇申告相談　午前９時～正午、午後１時～５時

▼ところ　市民交流センター２階　中会議室
※受付順に申告相談を行います。混み合う際は長時間お待ちいただく場合
　があります。
※期間中、税務課の窓口では、作成済の申告書の提出のみ受け付けます。
※確定申告が始まる２月16日（金）以降は、大変混雑することが予想さ
　れますので、還付申告をされる人は、早めの申告をお願いします。
※車でお越しの人は市民交流センター駐車場をご利用ください。

▼問い合わせ先　◇市・県民税 →税務課市民税係　☎４７－１０１７
　　　　　　　　◇所　得　税 →米子税務署　☎３２－４１２１
【令和５年分申告からの変更点】

▼上場株式等の配当所得等に係る課税方式の見直し
　　上場株式等に係る配当所得及び譲渡所得等について、所得税と個人住民税で異なった課税方式の選択が可能でしたが、
　令和５年分の申告より、個人住民税の課税方式は所得税と同一となります。

▼国外居住親族の取扱いの見直し
　　国外居住親族のうち、年齢30歳以上70歳未満の者で障がい者などの一定の要件に該当しない者を控除対象扶養親族
　から除外することとなりました。

●申告に必要なもの●
□マイナンバーが確認できるマイナンバーカードや通知カードなど
申告書には、申告者本人や控除対象の配偶者・障がい者、扶養親族および事業専従者などのマイナンバーの記載も必要となります。
□本人確認書類またはその写し（マイナンバーカード、運転免許証、保険証など）
　※代理人が申告する場合、申告者と代理人両方の本人確認書類が必要になります。
□利用者識別番号が記載されたもの（税務署からのお知らせはがき等）　※お持ちでない方は必要ありません。
□申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付申告の場合）
□所得額がわかるもの
　①給与所得や、公的年金に係る雑所得のある人 ⇒ 源泉徴収票
　②個人年金、生命保険の一時金や損害保険の満期返戻金などのある人 ⇒ 支払調書などの支払いの明細がわかるもの
　③総合課税の配当のある人(分離課税分は除く) ⇒ 当該配当に関する支払通知書や特定口座年間取引報告書など
□控除額がわかるもの
　①生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人 ⇒ 支払い保険料などの証明書
　②社会保険料控除を受ける人 ⇒ 健康保険料などの支払い額がわかるもの
　※国民年金保険料の支払いがある人は「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付が必要です。
　③障害者控除を受ける人 ⇒ 障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定書 など
【障害者控除対象者認定書を利用する場合】
　　　要介護認定を受けている人のうち、令和5年12月31日現在65歳以上の人で、一定の要件に該当する人は、障
　　害者手帳を持っていなくても、長寿社会課から発行される障害者控除対象者認定書で障害者控除を受けることができま
　　す。詳しくは、長寿社会課(☎４７－１０３９)までお問い合わせください。
　④寄附金控除を受ける人 ⇒ 寄附金の内容がわかる領収書、証明書 など
【ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人へ】
　　　ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人は、申告をしなくても寄附金税額特別控除(市・県民税)が受けられま
　　すが、確定申告書を提出すると特例申請は無効となりますので、申告の際には必ず特例分を含めた全ての寄附金の証明
　　書をご持参ください。
　⑤医療費控除を受ける人 ⇒ 医療費控除の明細書(様式は税務課窓口または国税庁ホームページからダウンロードして作成)など
　⑥住宅借入金等特別控除を受ける人 ⇒ 家屋・土地の登記事項証明書(登記簿謄本)、借入金の年末残高等証明書、請負(売
　　買)契約書など家屋・土地の取得年月日・床面積・取得価格がわかる書類(印紙が貼ってあるもの)の写し、補助金な
　　どの額または住宅取得資金の贈与を受けた額がわかるものの写し など

申告会場

市報さかいみなと　12



還付申告のお知らせ
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148

【問い合わせ先】 税務課　市民税係　☎４７－１０１７

13　令和６年１月



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

はまるーぷバスの運賃を還付しています
　はまるーぷバスの自家用有償旅客運送の登録期間切れのため、運賃（使用料）の還付をしています。お手数をおかけし
ますが、お早めに手続きをお願いします。

▼対　　象　令和５年１０月１日（日）～１０月２０日（金）の期間に現金・回数券・１日乗車券で乗車された方

▼還付方法　市民課、各公民館・バス運行事務所で現金をお返しします。印章または身分証明書をご持参ください

▼受付期間　令和６年３月３１日（日）まで　　　　　　　　　 【問い合わせ先】　観光振興課　☎４７－１０２８

市報さかいみなと　14



　国民年金は、老後や不測の事態で障がいを負ったときな
どの生活を支える制度です。２０歳になり、他の年金に加
入していない人には、日本年金機構から「国民年金加入の
お知らせ」や納付書等が届きます。
　国民年金制度の内容やメリット、保険料の納付方法や免
除の手続きなどは、わかりやすく動画でご案内しています
ので、日本年金機構のホームページをご覧ください。

▼保険料
　国民年金の保険料は、月額16,520円（令和５年度）
です。納付方法は、納付書、口座振替、クレジット納付の
ほか、Pay-easy（ペイジー）やスマートフォンアプリに
よる納付があり、前納による割引制度もあります。
※令和６年度の保険料は、月額16,980円となります。

▼保険料の免除・猶予
◇保険料の納付が困難な場合は、免除申請制度があります。
　世帯の所得状況に応じて、保険料の免除・猶予を受けら
　れます。（所得状況により却下となる場合があります）
◇学生の場合は、学生納付特例制度を利用すると納付が猶
　予されます。申請には、在学証明書（原本）か学生証の

　写しが必要です。（対象とならない学校もあります）
　詳しくは、お問い合わせください。
※保険料の免除・猶予申請等は、マイナポータルを利用し
　て電子申請が可能です。

▼免除・猶予期間の年金（ただし、一部納付は免除後の保
険料を納めていることが要件）
◇免除・猶予期間は、「年金を受け取る際の受給資格期間」
　に算入され、免除期間は納めた保険料により、年金額へ
　反映されます。
◇猶予・免除を受けた期間の保険料は、１０年以内であれ
　ば追納することが可能ですが、３年度目以降になると加
　算額が加わります。

▼障害年金・遺族年金
　国民年金加入期間中の病気や事故により、障がいや死亡
という不測の事態が発生した場合、障がいの状態に応じて
障害基礎年金、対象となる遺族の人は遺族基礎年金を請求
することができますが、保険料の納付要件を満たしている
必要があります。

▼問い合わせ先　
　◇日本年金機構米子年金事務所　☎３４－６１１１
　◇市民課　保険年金係　☎４７－１０３５

２０歳になったら国民年金

　１月１日現在、市内で事業を行い事業用資産を所有して
いる人は、法の定めにより償却資産の申告が必要です。
　前年中に資産の異動がない場合や減価償却を終えている
場合、廃業・休業した場合も申告が必要です。

▼対象となる資産
　主な業種ごとの償却資産の対象資産（例）

※アパートや駐車場を経営している人も申告が必要です。
　（例）舗装路面、フェンス、側溝などの外構工事、自転
　　　車置き場、屋外の電気、簡易物置など
※貸店舗に施した内装設備は、借手側（テナント）の申告
　が必要です。

▼提出期限　１月３１日（水）
※郵送、eLTAX（電子申告）による提出も可能です。
※必要書類などは、下記お問い合わせ先もしくは市ホーム
　ページでご確認ください。
　なお、償却資産所有者を対象に申告内容の確認のために
実地調査を行う場合があります。調査の際には、ご協力を
お願いします。

▼提出・問い合わせ先
　税務課　固定資産税係　☎４７－１０１８

償却資産（固定資産税）の申告をお忘れなく！

主な業種 償却資産の対象となるもの（例）

共通
パソコン、ルームエアコン、レジスター、
看板、コピー機、舗装路面など

飲食店 接客用家具、厨房設備など
小売店 商品陳列ケース（冷凍・冷蔵機付を含む）など
漁業 漁船、漁網、魚群探知機、無線機など
農業 ビニールハウス、皮むき機、乾燥機、噴霧機など

　本格的な冬を迎え、積雪が心配される時期となりました。
　市では、生活道路の確保と安全な冬道対策として、除雪
作業を行っています。ご理解とご協力をお願いします。

▼除雪時の作業騒音にご理解ください
　朝の通勤・通学路の安全確保のため、深夜から早朝にか
けて作業を行うことがあります。除雪車のエンジン音や振
動でご迷惑をおかけしますが、ご理解ください。

▼除雪により玄関先などに寄せられた雪の除去にご協力ください
　除雪の際、やむを得ず玄関や車庫の前に雪を寄せる場合が
あります。出入口前は、各家庭での雪かきにご協力ください。

▼除雪の妨げとなる路上駐車はやめてください
　路上駐車をすると、その部分の除雪ができなくなり、交

通事故や渋滞の原因となります。
▼道路ぎわの樹木などは所有者で適正に管理しましょう

　道路ぎわにある樹木が、積雪により道路に倒れかかると、
通行の妨げとなり、交通事故の原因となります。

▼消火栓などの近くに駐車はやめてください
　道路には、万が一の消火活動に備えて、消火栓などの消
防設備が設置されています。
　これらの近くに車両を駐車されると、消火活動に影響す
ることが考えられます。積雪時は消火栓等の位置がわかり
にくくなるため、日ごろから自宅近くにある消防設備の確
認をお願いします。

▼問い合わせ先　管理課　管理係　☎４７－１０７３

道路除雪についてのお願い 市内の除雪路線

15　令和６年１月



エコらいふ通信　～豊かな自然を未来につなぐために～

【問い合わせ先】
　環境・ごみ対策課（清掃センター内）　
　　　　　　　　　　☎４２－３８０３　

【ごみ分別アプリ「さんあ～る」公開中！】
　詳しくは市ホームページをご覧ください。
　（右のQRコードよりアクセスできます。）

鳥取県は、家庭で余った食品を支援団体に提供し福祉施設へ届ける「とっとりフードドライブ」を実施します。
余った食品などがございましたらご持参ください。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

「とっとりフードドライブ」にご協力ください

毎年実施している、市内の小学６年生を対象とした環境教育学習を、今年度も１０～１１月に各校で行いました。
　普段から何気なく使用している電気や発電の種類、地球温暖化の原因や影響のほか、再生可能エネルギーについて
学習を行いました。また、小型のコンピュータやＬＥＤ、センサー類などの機器を使用した実験では、効率よく電気
を使用する為のプログラミングを実際に行って学びました。
　市では、令和３年２月に「ゼロカーボンシティ」を宣言しました。２０５０年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼ
ロとすることをめざし、今後も環境教育を行っていきます。皆さんのご家庭でも、地球環境保護を考えてみてはいか
がでしょうか。一人ひとりが身近なできることから始めてみましょう。

今年度も環境学習を実施しました

【受付期間】
　１月２２日（月）～２月２日（金）
　　平日の午前９時～午後５時
【受付場所】
　清掃センター（中野町2080番地）

【受付可能な食品】
◇お米、麺類などの乾物
◇缶詰、レトルト、インスタント食品
◇飲料（アルコール類を除く）
※いずれも賞味期限が2カ月以上あるもの。

市ホームページ
QRコード

　近年、沿岸で海
うみくさ

草・海
うみも

藻が形成する藻
も ば

場が、磯焼けや海水温の上昇などにより減少・消失してきています。藻場が
減少・消失すると、住みかとする水生生物が見られなくなり、水産業へも影響を及ぼします。
　これらの藻場を再生するため、ＮＰＯ法人 未

さ き

来守
も

りネットワークの皆さんがアマモ（海草の一種）の移植活動を
毎年行っておられます。この活動は今年で１９年目になり、今年度は１１月に行われました。
　また、今年度から市ではブルーカーボン（※）の調査研究事業も始まっており、沿岸の藻場などの状況調査を実施
しています。
　（※）ブルーカーボンとは … 海洋生物の作用により、大気中から海中へ吸収された二酸化炭素由来の炭素のこと。

藻場の再生に向けたアマモの移植

アマモの種を
シートに糊で付けます
（黒い粒が種です）

種を付けたシートを
ヤシのシートで挟み、
アマモシートの完成！

完成した２枚のアマモ
シートは、清水町の海
岸に設置されました。

市報さかいみなと　16



【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

17　令和６年１月



　日本は、２０７０年には人口の２５％が７５歳以上になるといわれています。年を重ねれば誰もが、多かれ少なかれ
どこかに障がいが出てきます。私たちの未来を考えると、誰にとっても、「障がい」とは身近なものであり、決して他
人事ではありません。
　障がいのある人の自立や社会参加が阻まれる要因の一つに、障がいについての「理解や配慮の不足」があげられます。
これらが原因となって、誤解や偏見も生じています。
　障がいについて、「理解や配慮の不足」はありませんか。

①障がいは、特別なことではありません。
　　病気やけがなどで、障がい者になる可能性は誰にでもあります。
②障がいは、多種多様です。
　　外見ではわからない障がいもあります。どのような配慮や支援が必要なのかは、一人ひとり異なっています。
③障がいのある人が、自立や社会参加するためには、配慮と支援が必要です。
　　機能を補う福祉機器（用具）や、社会や周囲からの配慮と支援により、さまざまな活動をすることが可能です。

　私たちの身のまわりには、障がいのある人にとって、さまざまな「障壁」（バリア）があります。私たちは、それら
を除去するために、社会のいろいろな場面で「バリアフリー化」(障壁をなくす取り組み)を推進しなければなりません。
障がいのある人と対話を重ねることも大切にしたいものです。

①心（意識上）のバリアフリー
　　人々の心の中に潜む「障がいのある人への無理解・無関心」をなくしましょう。
②物質・物理面のバリアフリー
　　障がいのある人が移動する際の「建物や通路、交通機関」などの困難さをなくしましょう。
③文化・情報面のバリアフリー
　　新聞などの「活字の大きさ」や講演会での「手話通訳」など、情報伝達の工夫をしましょう。
④制度面のバリアフリー
　　障がいを理由に、従来「資格や免許」が取得できなかったことについて、あらためて内容を検討し、見直す必要が
　　あるかどうか考えてみましょう。

　誰もが、障がいについて理解を深め、配慮のあり方（合理的配慮の提供）を
あらためて考えてみましょう。
※令和６年４月１日から、改正障害者差別解消法が施行され、事業者による障
　がいのある人への「合理的配慮の提供」が、義務化されます。
　（現在は、「努力義務」）

多様性を認め合える
　　　「共生社会」を実現するために

～「障がい」を理解することからはじめましょう～

誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちを目指して

【問い合わせ先】
　総合政策課　人権政策室
　☎４７－１１０２

みんなで拓く
人権文化 245

　高齢者の人権を侵害する特殊詐欺や振り込め詐欺の現状報告と具体的予防策について学び、「権利の主体」としての
高齢者の「人権」について考えてみたいと思います。

▼と　き　２月３日（土）午後２時～３時３０分　　　 ▼ところ　保健相談センター 講堂

▼講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▼入場料　無料（申し込み不要）
　◇演題　「高齢者の人権を守る！！」　　
　　　　　～高齢者は、ねらわれている！？！ 特殊詐欺、振り込め詐欺に注意！ 具体的対策は？～
　◇講師　　田中　友一郎さん（境港警察署　生活安全刑事課）

境港 ふれあい・ほっと アカデミー inウインター【人権学習講座（講演会）】

～

市報さかいみなと　18



〇中国横断新幹線（伯備新幹線）整備推進会議では、山陰の2つの新幹線の整備実現をめざし、
　市町村や経済団体などが一丸となり取り組んでいます。

〇11月 15日（水）には、上記会議を代表して圏域の市長などが村田茂樹鉄道局長（国土交通省）と面会し、
　以下の要望を行いました。

　　「伯備新幹線及び山陰新幹線の早期実現」
　　「地元負担のあり方の見直し」
　　「並行在来線※１の経営分離の見直し」
　　「新幹線整備にかかる予算総枠の拡大」

（右写真、左から）
　境港市長、米子市長、村田鉄道局長、
　松江市長、出雲市副市長

　※１　整備新幹線区間を並行する形で運行する在来線鉄道のこと
　※２　交通ネットワークやライフラインの多重化

新幹線整備の実現を目指して

　【問い合わせ先】観光振興課　交通政策係　☎４７－１０２８　　

※２

19　令和６年１月



情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

　新年あけましておめでとうございます。昨年10月から地
域おこし協力隊の一員になりました宮間博一です。
　早いもので着任して３カ月が過ぎました。先輩隊員の徳毛
文孝さんをはじめ、農政課の職員の皆さんの温かい配慮と指
導のおかげで、農業が未経験の私でも除草や収穫作業、販売
PR活動などを何とか進めることができています。
　また、伯州綿の畑でやさしく労いのお声を掛けていただい
たサポーターの方や、市民の皆さんが温かく迎えてくださり、
心より感謝を申しあげます。
　私と境港の地縁を紡いでくれた伯州綿。この和綿は、境港
の土壌に良く馴染んでいるという印象を抱いています。
　砂の多い土壌で見事に花開き、良質で大量の綿が獲れる境
港の”わた”。伯州綿は、長い年月を費やし地道に品種改良
をしてこられたこの地の先人の努力の賜物であると、私は
常々深謝しながら畑に通っています。
　今は「綿くり」作業の真っ最中です。サポーターの皆さん
に育てていただいた大事な綿がロスなく良質な綿製品に仕上
がるよう、最善の注意を払って作業にいそしんでいます。

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域
伯州綿

【
大
正
９
年
】

（
７
月
10
日
５
１
１
号
）

◇
「
虎こ

え
き疫

（
コ
レ
ラ
）
予
防
注
意
」

木
村
虎
次
郎
境
町
長
は
２
日
付
を
も
っ

　

て
全
町
民
に
対
し
虎
疫
予
防
の
諭
告

　

を
発
し
た
。

﹇
い
つ
の
時
代
も
疫
病
は
大
き
な
脅
威

で
す
ね
。﹈

（
10
月
16
日
５
２
１
号
）

◇
「
弓
浜
連
合
運
動
会
」

　

弓
浜
体
育
会
主
催
と
な
り
来
る
29
日

　

境
町
舊も

と

台
場
公
園
地
に
於
て
境
、
外

　

江
、
上
道
、
渡
、
余
子
の
５
小
学
校

　

の
秋
季
連
合
運
動
会
を
開
く
べ
く
目

　

下
準
備
中
な
る
が
参
加
校
児
童
数
３

　

千
名
の
多
数
に
上
る
べ
く
当
地
方
未

　

曽
有
の
盛
観
を
呈
す
る
で
あ
ろ
う
。

﹇
こ
れ
が
近
年
開
催
１
０
０
回
を
越
え

た
小
学
校
連
合
体
育
大
会
の
始
ま
り

で
す
。﹈

◇
「
岩
田
新
知
事
、
境
港
を
視
察
」

　

中
浜
綿
や
境
港
湾
を
視
察
。

（
12
月
６
日
５
２
６
号
）

◇
「
境
港
は
ど
う
し
て
も
修
築
さ
れ
ね

　
　

ば
な
ら
ぬ
」

　

境
港
湾
修
築
問
題
は
決
し
て
境
港
一

　

港
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
日
本
海

が
帝
国
国
防
上
重
要
な
る
が
如
く
此
の

問
題
も
亦
日
本
帝
国
の
重
要
な
問
題
…
。

﹇
当
時
は
、
交
易
の
面
以
外
に
、
日
本

海
に
お
け
る
ロ
シ
ア
バ
ル
チ
ッ
ク
艦

隊
と
の
海
戦
・
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
後

の
連
合
艦
隊
訓
練
な
ど
軍
事
的
な
面

で
も
境
港
の
重
要
性
に
つ
い
て
紙
面

で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。﹈

◇
「
10
月
１
日
実
施
の
国
勢
調
査
の
境

　
　

町
の
結
果
」

　

総
人
口
５
８
３
０
余
名
（
現
在
の
境

　

地
区
よ
り
約
５
０
０
名
多
い
。）
世

　

帯
数
１
３
９
０
余

【
大
正
10
年
】

（
１
月
２
日
５
２
９
号
）

◇
「
弓
浜
町
村
会
」

　

境
、
上
道
、
余
子
、
中
浜
、
大
篠
津
、

　

和
田
、
富
益
、
夜
見
、
外
江
、
渡
、

　

崎
津
の
11
ヶ
町
村
長
は
、
７
日
大
篠

　

津
村
大
阪
屋
に
於
て
町
村
統
計
會
を

　

開
催
。

﹇
浜
の
目
（
※
令
和
５
年
市
報
５
月
号

を
参
照
く
だ
さ
い
。）
の
繋
が
り
が
強

か
っ
た
よ
う
で
す
。﹈

【
大
正
11
年
】

（
10
月
16
日
５
９
３
号
）

◇
「
合
資
会
社
第
貮
商
会
開
店
」

　

境
町
第
三
銀
行
通
り
に
於
て
開
店
。

　

将
来
陰
陽
線
縦
貫
連
絡
の
完
成
且
境

　

港
修
築
も
数
年
後
確
実
に
竣
工
を
告

　

ぐ
る
を
も
っ
て
境
港
利
用
事
業
発
展

　

の
魁

さ
き
が
けと

し
…
。

﹇
貿
易
振
興
の
重
要
性
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。﹈

　
　
　
　
　
　

編
集【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
7878
））

境
港
の
昔
の
新
聞
③

境
港
の
昔
の
新
聞
③

　
　
　

　
　
　

〜〜
境境

さ
か
い
こ
う
し
ょ
う
ほ
う

さ
か
い
こ
う
し
ょ
う
ほ
う

港
商
報

港
商
報
そ
の
２

そ
の
２
〜〜

　1月10日は「110番の日」
　110番は、皆さんが事件・事故などに遭われたり、目
撃したりした場合、皆さんの所へ警察官を緊急で向かわせ
るための「緊急専用電話」です。
　警察への相談・要望など、緊急でないものは、警察総合
相談電話（＃９１１０）または、各警察署、交番、駐在所
へ連絡してください。

【言葉や耳の不自由な方専用の緊急通報システム】
◇メール１１０番

Mailtottori110pipopa@view.ocn.ne.jp
◇ファクシミリ110番
　フリーダイヤル（０１２０－８５７－１１０）
◇110番アプリシステムのアプリで緊急通報
　利用するには、警察庁ウェブサイト（二次
　元コード）から専用の「110番アプリ」を
　ダウンロードし、事前登録が必要です。
◇電話リレーサービスを利用した緊急通報
「電話リレーサービス」とは、聞こえない人
　と聞こえる人をオペレータが通訳して電話
　でつなぐサービスで、事前登録が必要です。
　※ウェブサイトは二次元コード参照

110番通報の適切な利用促進

「砂地に強いねぎに囲まれて育つ伯州綿」
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情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

259消費生活相談室です消費生活相談室です
水産商工課　経済交流係　☎47－ 1029

多  文  化  共  生多  文  化  共  生  vol.33

　帯状疱疹は、多くの人が子どもの時に感染する水ぼ
うそうウイルスが原因で起こり、身体の免疫力が低下
（加齢・疲労やストレス等）した時に発症します。
　特に50歳代から増加し、80歳代までに約3人に
1人が発症すると言われています。
　水ぶくれを伴う赤い発疹が、身体の左右どちらかに
帯状に現れ、強い痛みを伴うことが多く、３～４週間
ほど続きます。症状の多くは、腰や胸、背中に出ますが、
顔や首などにも現れ、まれに合併症による障がいや後

遺症（視力低下や耳鳴り等）が残ることがあります。
　治療は、できるだけ早く開始することが大切です。
ピリピリ、ズキズキ、チクチク等、いつもと違う痛み
を伴う発疹を見つけたら早めに受診してください。
　また、予防方法の一つに帯状疱疹ワクチン（予防接
種）があります。発症を完全に防ぐものではありませ
んが、特に50歳を過ぎたら、予防接種についてかか
りつけ医に相談してみましょう。

【問い合わせ先】
健康づくり推進課　　　☎４７ー１０４２

保健師の
　　  ちょっと一言

「帯
たいじょうほうしん

状疱疹について」

　成年（18歳以上）になると、親の同意を得なくても、
自分の意思でさまざまな契約ができるようになります。
　しかし、一度契約すると、原則として一方の都合だけで
契約をやめることはできません。
　契約する時は、それが本当に必要な契約か、支払いに無
理がないかなど、十分に内容やリスクを理解し、家族や周
囲の人の意見も聞くなどし、慎重に判断しましょう。
【大人になられた皆さんに気を付けてほしいトラブル】
《簡単に稼げるという副業》
　ネットで検索した副業サイトをＳＮＳで友だち登録した
あと、初期費用無料と説明を受けたが、電子書籍を購入さ
せられたうえ、儲けるために必要と言われ高額なサポート
契約を結んでしまった。
《脱毛エステや美容医療》
　低価格のお試し脱毛の広告を見てエステ店に行ったが、
「納得のいく脱毛にはこのコースがお勧め」と説明を受け、
断り切れずに高額な契約をしてしまった。
《健康食品や化粧品などの定期購入トラブル》
　動画投稿サイトでダイエットサプリが「お試し５００円」
の広告を見つけ、１回限りと思って注文したが、実際には
初回以降に、通常価格で４回の購入が必要な定期購入契約
だった。
《出会い系サイト・アプリ》
　ＳＮＳで知り合った異性から「別のサイトでやり取りし
よう」と出会い系サイトに誘われ、やり取りや個人情報の
交換をするために高額なポイント代を支払ってしまった。

▼相談受付時間
　月～金曜日
　午前９時～正午、午後１時～４時

　私は今、市内の会社で魚を切ったり、計量したりする仕
事をしています。
　初めて日本に来たのは２０１６年で、茨城県でカット
野菜を作る仕事を３年間していました。その後帰国し、
２０２３年２月に境港市に来て、もうすぐ１年になります。
　最初に日本に来る前、カンボジアで１年半日本語を勉強
したので、言葉ではそれほど困りませんでしたが、初めは
「百均」など省略された言葉が分かりませんでした。また、
境港市に来たばかりの頃は、方言が分かりませんでしたが、
今は分かるようになりました。
　日本の料理は、カンボジアと比べて少し味が薄くて甘い
です。また、カンボジア人は私を含め、カレーが苦手な人
が多いです。
　境港市の最初の印象は、「田舎」「雪が多い」です。その
かわり、鳥取県には近くにきれいな海がたくさんあります。
カンボジアでは海は人気の旅行先です。私にとって田舎か
どうかは関係なく、いい会社があって、自分にとっていい
仕事ができるところがいいところです。でも、たまには東
京のスカイツリーやディズニーランド、大阪にも行きたい
ですね。

境港市に住む外国人に聞いてみました！Part12
ポン・ソクンティアさん（カンボジア） 成人になられた皆さんへ
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
日
曜
交
付
窓
口
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・

申
請
補
助
（
顔
写
真
撮
影
無
料
）、

電
子
証
明
書
の
更
新
、
暗
証
番
号
の

再
設
定
、
保
険
証
利
用
・
公
金
受
取

口
座
の
登
録

▼
と　

き　

１
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
自
宅

で
受
け
取
り
ま
せ
ん
か
？
】

　
市
民
課
窓
口
で
申
請
さ
れ
、
必
要
書

類
が
お
そ
ろ
い
の
人
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

▼
必
要
書
類

◇
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番

　

号
を
一
度
預
け
て
い
た
だ
く
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

【
代
理
人
受
け
取
り
の
対
象
者
が
増

え
ま
し
た
！
】

　

本
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

受
け
取
り
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
、
代
理
人
が
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
代
理
人
受
け
取
り
が
可
能
な
人

　

未
就
学
児
・
小
学
生
・
中
学
生
、

高
校
生
・
高
専
生
、
75
歳
以
上
の
人
、

障
が
い
の
あ
る
人
、
長
期
入
院
し
て

い
る
人
、施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
、

要
介
護
・
要
支
援
認
定
さ
れ
て
い
る

人
、
妊
娠
中
の
人
、
成
年
被
後
見
人
・

被
保
佐
人
・
被
補
助
人　

な
ど

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

◇
対
象
者
の
本
人
確
認
書
類

◇
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

◇
顔
写
真
証
明
書
（
対
象
者
の
本
人

　

確
認
書
類
に
顔
写
真
付
き
の
も
の

　

が
な
い
場
合
必
要
に
な
り
ま
す
）

◇
本
人
の
受
け
取
り
が
難
し
い
こ
と

　

を
証
明
す
る
書
類
（
不
要
な
場
合

　

も
あ
り
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
支
援
給
付
金
（
７
万
円
）

▼
給
付
対
象

◇
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
　
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
確
認
書

　

ま
た
は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

内
容
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入

　

の
う
え
、
必
要
に
応
じ
て
添
付
資
料

　

を
添
え
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
日
程
（
予
定
）

◇
確
認
書　

１
月
上
旬

◇
申
請
書　

１
月
下
旬

▼
給
付
額　

一
世
帯
あ
た
り
７
万
円

▼
申
請
期
限　

２
月
29
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
価
格
高
騰
給
付
金
窓
口

（
市
役
所
分
庁
舎
第
６
会
議
室
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
０
２
５
１

令
和
５
年
台
風
７
号
農
作

物
緊
急
防
除
支
援
事
業

　

台
風
７
号
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
防
除
に
要
し

た
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象　

　

白
ね
ぎ
の
作
付
面
積
が
５
ａ
以
上

の
農
家
で
８
月
16
日
〜
９
月
15
日
の

間
に
散
布
し
た
殺
菌
剤
お
よ
び
液
肥

に
係
る
経
費
１
回
分

※
Ｊ
Ａ
出
荷
者
は
Ｊ
Ａ
で
と
り
ま
と

　

め
済
み
で
す
が
、
追
加
が
あ
れ
ば

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
額　

２
分
の
１

（
10
ａ
あ
た
り
事
業
費
上
限
４
２
０
０
円
）

▼
必
要
書
類　

◇
申
込
書
（
農
政
課
窓
口
お
よ
び
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

◇
栽
培
管
理
記
録
な
ど
の
写
し

　
（
散
布
実
績
が
分
か
る
も
の
）

◇
防
除
に
要
し
た
経
費
が
分
か
る
も
の

▼
申
込
期
限　

１
月
31
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

「
一
株
植
樹
」
運
動

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
緑
化
推
進
運

動
の
一
つ
で
、
記
念
植
樹
や
家
庭
環

境
の
緑
化
な
ど
に
適
し
た
優
良
な
苗

木
を
格
安
で
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

▼
樹　

種　

　

豊
後
ウ
メ
、
オ
リ
ー
ブ
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
温
州
ミ
カ
ン
ほ
か
約
30
種

※
苗
木
の
花
の
色
な
ど
は
指
定
で
き

　

ま
せ
ん
。

▼
価　

格

　

１
４
０
円
〜
１
３
０
０
円（
一
株
）

▼
申
し
込
み
方
法　

　

農
政
課
窓
口
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
し
、
代
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

２
月
９
日
（
金
）

▼
苗
木
の
受
渡
し　

３
月
13
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
改
正

◇
鳥
取
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

　

電
子
回
路
・
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　

通
信
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

　
　

令
和
５
年
12
月
17
日
か
ら
時
間

　

額
９
０
６
円
に
改
正

◇
鳥
取
県
各
種
商
品
小
売
業
最
低
賃
金

　
　

令
和
５
年
12
月
15
日
か
ら
時
間

　

額
９
０
２
円
に
改
正

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５

有　
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入
札
結
果

※
予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

　

札
に
つ
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
３

市
営
墓
地
の
空
き
状
況

【
11
月
末
日
時
点
】

◇
馬
場
崎
墓
地　

33
区
画

◇
中
央
墓
園　

69
区
画

◇
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
16
区
画

※
空
き
区
画
は
新
規
の
申
し
込
み
や

　

墓
地
区
画
の
返
還
に
よ
り
変
動
し

　

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

　

載
し
て
い
ま
す
。

※
市
営
墓
地
以
外
の
場
所
で
の
墓
地

　

の
新
設
や
既
設
墓
地
な
ど
の
区
域

を
変
更
・
廃
止
を
す
る
場
合
は
、
法

律
で
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可
を
得

な
い
で
新
設
す
る
と
、
使
用
を
制
限

ま
た
は
禁
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課　

都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
５

竜
ケ
山
球
場
改
修
工
事

　

令
和
５
年
12
月
５
日
よ
り
竜
ケ
山

球
場
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

安
全
の
た
め
、
工
事
期
間
中
は
敷

地
内
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。

▼
工
事
期
間
（
予
定
）

　

３
月
28
日
（
木
）
ま
で

※
な
お
、
工
事
終
了
後
も
グ
ラ
ウ
ン

　

ド
芝
の
養
生
期
間
が
２
〜
３
カ
月

　

必
要
な
た
め
、
そ
の
間
は
球
場
の

　

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
芝
の
状
況

　

を
確
認
し
、
利
用
が
可
能
と
な
り

　

ま
し
た
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
２

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
の
相
続
に
つ
い
て
】

　

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
、
農
業

委
員
会
に
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
農
地
法
第
３
条
の
３
）
こ

れ
は
、
相
続
で
農
地
を
取
得
さ
れ
た

人
を
把
握
し
、
農
地
の
貸
し
借
り
な

ど
に
際
し
て
、
手
続
き
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

届
出
は
、農
業
委
員
会
事
務
局（
農

政
課
内
）
の
窓
口
で
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
所
有
者
の
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
、
畑
地
の
貸
し
借

り
（
農
業
振
興
地
域
内
に
限
る
）
を

進
め
て
い
ま
す
の
で
、
耕
作
さ
れ
て

い
な
い
畑
を
お
持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
の
派
遣

き
こ
え
な
い
、
き
こ
え
に
く
い
こ
と

で
、
社
会
生
活
で
の
手
続
き
や
相
談
な

ど
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

例
え
ば
、
病
院
の
受
診
や
行
政
で

の
手
続
き
、
地
域
の
集
会
な
ど
に
お

い
て
、
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く

い
人
と
き
こ
え
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
お
困
り
の
人
を
お
手

伝
い
す
る
た
め
、
手
話
通
訳
者
ま
た

は
要
約
筆
記
者
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

利
用
料
は
、
基
本
無
料
で
す
。
利
用

希
望
者
は
、
鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い

者
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
手
話
通
訳
と
は
】

　

手
話
言
語
を
音
声
言
語
、
音
声
言

語
を
手
話
言
語
に
通
訳
す
る
こ
と

【
要
約
筆
記
と
は
】

　

話
の
内
容
を
要
約
し
て
文
字
で
伝

え
る
こ
と

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　

☎
30
‐
３
６
５
９

　
　
　
　
　
　
　
　

30
‐
３
６
６
０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の

助
成
金
を
活
用
し
、
渡
町
一
区
自
治

会
自
主
防
災
部
が
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ

や
発
電
機
、
折
り
畳
み
式
リ
ヤ
カ
ー

な
ど
の
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
購
入
し
た
備
品
は
、

地
域
の
自
主
防
災
活
動
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
１

第　

回
高
齢
者
に
よ
る
高
齢
者
の

た
め
の
交
通
安
全
川
柳
大
会
の
結
果

応
募
い
た
だ
い
た
１
０
６
作
品
の
選

考
結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

ヘ
ル
メ
ッ
ト　

反
射
タ
ス
キ
で　

二
刀
流

　
　
　
　
　
　

中
野
町　

終　

活
子

【
優
秀
賞
】

鳥
取
県　

事
故
ナ
シ
ケ
ガ
ナ
シ　

違
反
ナ
シ

　
　
　
　
　

竹
内
町　

榧
野　

紀
美

気
を
つ
け
て　

何
度
い
っ
て
も　

無
駄
で
な
い

　
　
　
　
　

清
水
町　

山
本　

英
輔

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
４

informationinformation

工事名（業務名） 落札額（落札率） 落札者

境港駅前広場整備工事 69,190千円
（90.9%）

美保テクノス㈱
境港営業所

渡町汚水枝線
( その 33) 工事

83,120千円
（90.9%） ㈲角建設

境港市小学校(境・上道・
中浜 ) 空調改修工事に
係る実施設計業務

16,874千円
（94.9%）

㈱エクス・プラ
ン

竜ケ山球場改修工事
( 建築 )

117,700千円
（99.4%） ㈱リンクス

有　

料　

広　

告

12

FAX

23　令和６年１月



【
利
用
期
限
間
近
】

第
３
弾
さ
か
い
み
な
と
応
援
券

　

利
用
期
限
は
今
月
末
で
す
の
で
、

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
早
め
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ご
利
用
い
た
だ
け
る
店

舗
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
不
在
な
ど
で
応
援
券
を
受

け
取
ら
れ
て
い
な
い
人
は
、
水
産
商

工
課
で
受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　

☎
47
‐
１
０
５
６

第
13
回
境
港
さ
か
な
の
達
人
検
定

▼
受
験
内
容

◇
達
人
検
定
〜
初
級
レ
ベ
ル
、

◇
ス
ー
パ
ー
達
人
検
定
〜
上
級
レ
ベ
ル

▼
受
験
資
格　

小
学
生
以
上

▼
と　

き　

２
月
４
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

境
港
商
工
会
議
所

　

３
階
大
ホ
ー
ル

▼
受
験
料　

千
円
（
税
込
）

　

受
験
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

▼
冊
子
代（
境
の
さ
か
な
）　

千
円（
税
込
）

※
冊
子
の
み
の
購
入
は
送
料
別
途

　

３
０
０
円

▼
申
込
期
限　

１
月
22
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
境
港
水
産
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
６
６
６
８

恋
す
る
バ
ス
婚
か
ら
の
再
会
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ

　

島
根
・
鳥
取
ｖ
ｏ
ｌ
２

▼
対　

象

　

島
根
・
鳥
取
在
住
の
20
代
〜
40
代

の
独
身
男
女　

各
15
人

▼
と　

き

①
島
根　

１
月
28
日
（
日
）

②
鳥
取　

２
月
４
日
（
日
）

③
再
会
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ　

２
月
18
日（
日
）

※
①
②
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
ど
ち
ら
か

　

一
方
の
み
参
加
で
き
ま
す
。
①
②

　

に
参
加
し
た
人
は
③
の
模
擬
挙
式

　

に
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費　

５
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

１
月
15
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

政
策
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
４

第
６
回
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

▼
と　

き　

２
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
（
受
付　

午
前
９
時
15
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

第
二
市
民
体
育
館

▼
定　

員

24
組

　
（
１
チ
ー
ム
３
〜
６
人
、
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

１
月
25
日
（
木
）

※
「
境
港
ル
ー
ル
」
で
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
２

　

各
公
民
館　

※
申
し
込
み
の
み

市
民
向
け「
筆
談
セ
ミ
ナ
ー
」

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人

な
ど
へ
の
情
報
提
供
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、

筆
談
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
ま
す
。

▼
内　

容　

実
技
お
よ
び
講
義

▼
対　

象

高
校
生
以
上
で
筆
談
に
関
心
の
あ

る
人
、
仕
事
で
窓
口
対
応
に
携
わ
る
人

▼
と　

き　

１
月
24
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

保
険
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
定　

員　

各
回
20
人

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

福
祉
課
窓
口
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
封
筒
に
「
筆

談
セ
ミ
ナ
ー
申
込
書
」
と
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

１
月
17
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　

42
‐
５
９
８
７

失
語
症
理
解
の
た
め
の
市
民
公
開
講
座

　

失
語
症
と
は
、
脳
卒
中
な
ど
で
起

こ
る
「
こ
と
ば
」
の
障
が
い
で
、「
こ

と
ば
を
使
用
す
る
日
常
生
活
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
場
面
」
で
困
難
さ
に

直
面
し
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
３
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

医
療
法
人
養
和
会
養
和
病
院
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
不
要
、
参
加
費
無
料

【
鳥
取
県
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通

支
援
事
業
の
現
状
と
課
題
】

▼
講　

師

田
村
篤
人
さ
ん
（
言
語
聴
覚
士
）

【
失
語
症
と
は
（
仮
題
）】

▼
講　

師

　

大
槻
美
佳
さ
ん
（
北
海
道
大
学
大

学
院
保
健
科
学
研
究
院　

准
教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
失
語
症
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
４
７
８

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

【『
楽
し
い
！
お
話
し
広
場
』
〜
読
み

聞
か
せ
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜
】

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
体
験
を
し

ま
す
。
絵
本
の
選
び
方
や
読
み
聞
か

せ
の
コ
ツ
な
ど
も
教
え
て
頂
き
ま
す
。

絵
本
に
興
味
が
あ
る
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

絵
本
を
〝
よ
み
聞
か
せ
〞
で
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
親
子
で
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
！

▼
と　

き

2
月
３
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
（
旧
市
民
図
書
館
）

▼
講　

師

　

境
港
市
読
み
聞
か
せ
団
体
連
絡
協

議
会

▼
定　

員

30
人

▼
申
込
期
限

1
月
27
日
（
土
）　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
２
０
４

境
港
ふ
れ
あ
い
・
ほ
っ
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　

中
浜

【
人
権
学
習
地
区
巡
回
講
座
】

　

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
人
権

尊
重
の
視
点
か
ら
、「
ケ
ア
ラ
ー
（
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
）
と
人
権
〜
子
ど
も

が
子
ど
も
で
い
ら
れ
る
ま
ち
を
め
ざ

し
て
〜
」
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品

「
夕
焼
け
〜
空
も
見
上
げ
ず
、
歩
い

て
い
た
〜
」（
35
分
）
の
視
聴
を
通

し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き　

２
月
７
日
（
水
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

中
浜
集
会
所

※
中
浜
公
民
館
（
☎
45
‐
０
２
０
７
）

　

へ
の
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
定　

員

30
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
０
２

informationinformation

催催 

しし
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外
国
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

【
第
２
回
「
外
国
人
と
日
本
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
コ
ツ
」】

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
と
翻
訳
ア
プ

リ
を
使
っ
て
、外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
27
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▼
講　

師　

仙
田
武
司
さ
ん

　
（（
公
財
）し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー
）

▼
申
込
期
限　

１
月
22
日
（
月
）

【
第
３
回
「
地
域
に
住
む
外
国
人
に

聞
い
て
み
よ
う
！
」】

　

日
本
語
や
習
慣
の
違
い
に
ま
つ
わ

る
体
験
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
に
住

む
外
国
人
と
話
し
、
共
生
の
た
め
に

何
が
必
要
か
考
え
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
17
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
申
込
期
限　

２
月
13
日
（
火
）

【
共
通
事
項
】

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
方
法

　

次
の
事
項
を
添
え
て
、電
話
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年
代
・

　

参
加
し
た
い
日

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

経
済
交
流
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　

44
‐
７
９
５
７

suisan@
city.sakaim

inato.lg.jp

ベ
ト
ナ
ム
料
理
教
室

　

国
際
交
流
員
と
一
緒
に
、
ベ
ト
ナ

ム
の
料
理
を
作
り
ま
す
。

▼
料　

理

　

鶏
肉
の
フ
ォ
ー
「
フ
ォ
ー
・
ガ
ー
」、

エ
ビ
と
レ
ン
コ
ン
の
サ
ラ
ダ
、
白
玉

ぜ
ん
ざ
い「
チ
ェ
ー
・
チ
ョ
イ
・
ヌ
ッ
ク
」

▼
対　

象　

高
校
生
以
上
の
市
民

▼
と　

き　

２
月
３
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
参
加
費　

千
円

▼
定　

員

10
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

次
の
事
項
を
添
え
て
、電
話
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年
代

▼
申
込
期
限　

１
月
23
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

経
済
交
流
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　

44
‐
７
９
５
７

suisan@
city.sakaim

inato.lg.jp

「
あ
っ
！
」
と
分
か
る
お
り
も
の
教
室

【
〜
お
り
も
の
教
育
と
コ
ッ
ト
ン
学

習
体
験
を
通
し
て
〜
】

初
潮
前
後
に
出
て
く
る
お
り
も
の

の
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
不
安

な
く
向
き
合
う
こ
と
や
お
り
も
の
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方
を
学
び
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
お
り
も
の
シ
ー
ト

に
使
用
さ
れ
て
い
る
コ
ッ
ト
ン
に
つ

い
て
、
境
港
の
特
産
品
で
あ
る
伯
州

綿
を
参
考
に
学
習
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

小
学
４
〜
６
年
生
の
男
女
と
そ
の

保
護
者

▼
と　

き

２
月
18
日
（
日
）
全
２
回

①
午
前
10
時
〜
11
時
40
分

　
（
９
時
45
分
開
場
）

②
午
後
１
時
〜
２
時
40
分

　
（
12
時
45
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

大
会
議
室

▼
参
加
費　

無
料

▼
定　

員　

各
回
40
人

▼
主　

催　

小
林
製
薬
株
式
会
社

▼
申
し
込
み
方
法

　

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

２
月
15
日
（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｓ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
合
同
会
社

　

命
育　
　

info@
m
eiiku.com

ス
キ
ー
教
室
・
大
会

【
市
民
ス
キ
ー
教
室
】

▼
対　

象

　

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
者
お
よ

び
勤
務
者

▼
と　

き　

２
月
４
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト

▼
定　

員

10
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

２
千
円

▼
申
込
期
限　

２
月
２
日
（
金
）

【
第
55
回
境
港
市
民
総
合
体
育
大
会

（
ス
キ
ー
競
技
の
部
）
兼
第
68
回
境
港

市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
】

▼
競
技
種
目

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
参
加
資
格

市
内
在
住
者
、
勤
務
者
ま
た
は
境
港

市
ス
キ
ー
協
会
員
（
オ
ー
プ
ン
参
加
は

市
内
在
住
者
、勤
務
者
以
外
も
認
め
る
）

▼
と　

き　

２
月
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト

　
（
上
ノ
原
エ
リ
ア
）

▼
申
込
期
限

　

２
月
８
日
（
木
）
午
後
５
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
市
民
体

育
館
内
）　　

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
６
７
７
０

親
子
ト
ラ
ン
ポ
・
ロ
ビ
ッ
ク
ス
教
室

▼
対　

象

年
少
〜
小
学
２
年
生
と
そ
の
保
護
者

▼
と　

き

①
１
月
13
日（
土
）②
１
月
27
日（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
定　

員

20
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
準
備
品

　

上
靴
、
運
動
が
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

▼
申
込
期
限

①
１
月
11
日（
木
）②
１
月
25
日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

ウ
ル
ト
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
５
１
７
０

北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
鳥
取
県
民
大
会

　
「
北
方
領
土
」
は
日
本
の
領
土
で

あ
り
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
に
不
法
占
拠

さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
領
土
問
題
は

外
交
に
よ
り
平
和
的
に
解
決
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
国
民
の
理

解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
2
月
7
日
は

「
北
方
領
土
の
日
」
で
す
。
こ
の
機

会
に
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
内　

容　

講
演
な
ど

▼
と　

き　

１
月
28
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ヴ
ィ
レ
ス
テ
ひ
え
づ

　

ひ
え
づ
ホ
ー
ル

▼
講　

師　

岡
部
芳
彦
さ
ん

　
（
神
戸
学
院
大
学
教
授
）

※
ボ
ル
シ
チ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。

　

根
室
の
特
産
品
を
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
北
海
道
の
豪
華
海
産
物
が

　

当
た
る
大
抽
選
会
も
開
催
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
鳥
取
県

民
会
議
事
務
局（
県
庁
市
町
村
課
内
）

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
７
０

informationinformation
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令
和
６
年
度
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
入
会

※
民
間
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
入
会
基
準

　

や
利
用
料
な
ど
が
公
立
の
児
童
ク

　

ラ
ブ
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細

　

は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象　

　

令
和
６
年
４
月
に
小
学
校
に
在
学

予
定
で
、
就
労
な
ど
の
理
由
に
よ
り

昼
間
家
庭
に
父
母
な
ど
が
い
な
い
児
童

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
審
査

　

に
よ
っ
て
入
会
決
定
し
ま
す
。

※
申
請
書
類
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た

　

は
教
育
委
員
会
で
配
布
し
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
現
在
入
会
し
て
い
る
人
も
入
会
申

　

請
が
必
要
で
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
低
学
年

　

の
児
童
を
優
先
す
る
た
め
、
待
機

　

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
先

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
児
童
ク
ラ
ブ

に
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

◇
教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課　

　

学
事
係　
　
　

☎
47
‐
１
０
８
５

◇
各
児
童
ク
ラ
ブ

新
し
い
広
場
の
名
前
募
集

　

令
和
６
年
春
、
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
に

新
し
い
広
場
が
誕
生
し
ま
す
。
新
し

い
広
場
に
は
、
子
ど
も
達
が
遊
べ
る

水
木
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
遊
具
を
設
置
し
、
気
軽
に
休
憩

が
で
き
る
ベ
ン
チ
や
パ
ー
ゴ
ラ
（
日

陰
棚
）、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
よ

う
に
人
工
芝
を
整
備
し
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
人
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
広

場
と
な
る
よ
う
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
期
間

　

１
月
９
日
（
火
）
〜
26
日
（
金
）

▼
応
募
方
法

　

専
用
応
募
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
都
市

整
備
課
窓
口
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

▼
結
果
発
表

　

採
用
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課　

都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
５

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り

推
進
会
議
の
委
員

　

市
民
の
行
政
活
動
へ
の
参
加
や
市

民
活
動
団
体
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
本
市
の
取
り
組
み

に
対
し
て
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
業
務
内
容　

　

ま
ち
づ
く
り
の
諸
課
題
の
協
議
、

市
民
活
動
推
進
補
助
金
の
審
査
、
参

加
と
協
働
の
実
施
状
況
の
評
価
な
ど

▼
応
募
資
格　

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
満
18
歳
以
上
の

人（
平
日
夜
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
）

▼
募
集
人
数　

若
干
名　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書
類
審
査

　

の
う
え
抽
選
で
決
定

▼
任　

期　

　

令
和
６
年
３
月
下
旬
の
会
議
か
ら

２
年
間

▼
会
議
開
催　

年
５
回
程
度

※
会
議
出
席
の
都
度
、
報
酬
を
支
給

　

し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

　
自
己
紹
介
と
応
募
の
動
機
を
４
０
０

字
（
原
稿
用
紙
１
枚
）
程
度
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
持
参
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限　
１
月
31
日
（
水
）
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

総
合
政
策
課　

政
策
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　

47
‐
１
２
０
５

　

sougouseisaku@city.sakaiminato.lg.jp

「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
（
案
）」
に
対
す
る
意
見

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
福
祉
、
介
護

の
指
針
と
な
る
当
計
画
の
見
直
し
を

行
な
う
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
計
画
（
案
）
公
開
場
所

　
長
寿
社
会
課
、
各
公
民
館
、
な
ぎ
さ

会
館
、
し
お
さ
い
会
館
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
方
法

　

意
見
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

明
記
し
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

提
出
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　

１
月
15
日（
月
）〜
２
月
15
日（
木
）

▼
意
見
へ
の
回
答

　

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
討
内
容
を
公
表

し
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

長
寿
社
会
課　

介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
８

　
　
　
　
　
　
　
　

44
‐
２
１
２
０

　

choju@
city.sakaim

inato.lg.jp

「
境
港
市
障
が
い
児
者
プ
ラ
ン

（
案
）」
に
対
す
る
意
見

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
地

域
で
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
す
当
計
画
の
改
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
プ
ラ
ン
（
案
）
公
開
場
所

　
福
祉
課
、
各
公
民
館
、
な
ぎ
さ
会
館
、

し
お
さ
い
会
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
方
法　

　

意
見
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

明
記
し
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

提
出
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

　

１
月
17
日（
水
）〜
２
月
15
日（
木
）

▼
意
見
へ
の
回
答

　

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
検
討
内
容
を

公
表
し
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　

42
‐
５
９
８
７

　

fukushi@
city.sakaim

inato.lg.jp

informationinformation

クラブ名 住　所 電話番号 受付期間
公立 渡児童クラブ 渡町1424番地（旧こまどり幼稚園内）090－ 6832－ 0098

１月９日（火）～
１月31日（水）

公立 外江児童クラブ 外江町2105番地（外江小学校内） 090－ 5376－ 8610
公立 境児童クラブ 湊町27番地（境小学校内） 090－ 9412－ 6543

公立 上道児童クラブ 上道町3026番地
（上道小学校クラブハウス内） 090－ 7509－ 3145

公立 余子児童クラブ 竹内町3117番地（余子小学校内） 080－ 5615－ 2905
公立 中浜児童クラブ 小篠津町450番地（しらぎく会館内）090－ 7374－ 4020
民間 夕日ヶ丘学童クラブ 夕日ヶ丘1丁目 66番地 45－ 4433 １月 15日（月）まで

民間 from　kids
（４月開設予定） 三軒屋町4368番地 16 070ー 8975ー 2525 １月 19日（金）まで

募募  

集集

FAX

Mail

FAX

Mail

FAX

Mail

市報さかいみなと　26



境
港
清
港
会
会
員

　

境
港
清
港
会
は
境
港
湾
の
美
し
い

港
湾
環
境
を
維
持
し
、
未
来
の
こ
ど

も
達
へ
引
き
継
げ
る
よ
う
、
環
境
美

化
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

境
港
清
港
会
の
活
動
へ
ご
支
援
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

※
個
人
・
法
人
問
い
ま
せ
ん

▼
活
動
内
容

　

清
掃
船
に
よ
る
海
面
浮
遊
物
や
漂

着
物
の
回
収
・
処
分
な
ど

▼
清
掃
範
囲

　

斐
伊
川
水
系
斐
伊
川
（
境
水
道
）

▼
年
会
費　

一
口
あ
た
り
2
千
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
清
港
会
事
務
局
（
境
港
管
理

組
合
内
）　　
　

☎
42
‐
３
７
０
６

職
業
訓
練

▼
訓
練
科

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

▼
と　

き

　

２
月
21
日（
水
）〜
４
月
19
日（
金
）

▼
と
こ
ろ

　

米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
明
治
町

教
室
（
無
料
駐
車
場
あ
り
）

▼
定　

員

14
人

▼
申
込
期
限

２
月
７
日
（
水
）
正
午

▼
受
講
料　

無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実
費
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
（
米
子
公
共

職
業
安
定
所
）　

☎
33
‐
３
９
１
１

納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
（
要
予
約
）】

　

夜
間
の
納
税
相
談
を
ご
利
用
さ
れ

る
場
合
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
間
に
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
と

き
は
、
相
談
日
の
前
日
（
休
日
を
除

く
）
ま
で
に
収
税
課
に
ご
予
約
の
う

え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

◇
1
月
31
日（
水
）◇
２
月
29
日（
木
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

※
予
約
者
の
相
談
が
終
わ
り
次
第
終
了

し
ま
す
。
ま
た
、予
約
が
な
い
場
合
、

　

納
税
相
談
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
法

人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
な
ど
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

▼
対　

象

　

お
お
む
ね
15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
。

▼
と　

き

　

１
月
12
日
（
金
）、
26
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

商
工
会
議
所　

相
談
会

【
経
営
相
談
会
】

▼
と　

き　

１
月
９
日
（
火
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

※
２
日
前
ま
で
に
、
電
話
に
て
お
申

　

込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

【
事
業
承
継　

個
別
相
談
会
】

▼
と　

き　

１
月
18
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

※
前
日
ま
で
に
、
電
話
に
て
お
申
込

　

み
く
だ
さ
い
。（
先
着
２
人
）

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

２
階
相
談
室

【
共
通
事
項
】

▼
相
談
料　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
商
工
会
議
所　

相
談
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
１
１
１

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
出
張
！
お
仕
事
相
談
会
in
み
な
と
テ
ラ
ス
】

▼
と　

き　

１
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

【
転
職
サ
ポ
ー
ト
！
お
仕
事
相
談
会
】

▼
と　

き　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
と
こ
ろ

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
生
涯
現
役
お
仕
事
相
談
日
】

▼
と　

き　

毎
週
月
〜
土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
と
こ
ろ

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
お
仕
事
相
談
会
in
プ
ラ
ン
ト
５
】

▼
と　

き

　

１
月
９
日
（
火
）、
23
日
（
火
）

▼
と
こ
ろ

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
5　

境
港
店

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

informationinformation

有　

料　

広　

告

第5回 シンフォニー・ムービー・シアター

令和6年1月20日 土

前売り1,000円（当日1,200円）※小学生以下／無料
主催：一般財団法人境港市文化振興財団（☎44-1000）　後援：境港市教育委員会
一般

映画「じんじん」上映のご案内

会場：

境港市文化ホール
上映時間

1回目▶10：00～ 2回目▶14：00～ 3回目▶18：00～

20 会場：

バリアフリー
字幕付き上映

相
談
相
談

ふるさとハローワーク境港
～お仕事さがしも雇用保険の受給もワンストップ～
【求職者のみなさまへの支援業務】
◇雇用保険の受給に関する相談、受給の
　手続き（毎週火・金曜の午前10時～
　午後３時のみ）
◇職業相談・職業紹介
◇応募書類の作成支援
◇面接練習（自己PRなどのアドバイス、
　模擬面接など）
◇就職活動に役立つ「応援セミナー」の開催
【事業所のみなさまへの支援業務】
◇求人の申し込みの受付、ハローワーク
　米子への取次
◇人材確保のためのご相談
◇雇用保険関係書類のハローワーク米子
　への取次
【問い合わせ先】
　ふるさとハローワーク境港
　（市役所別館１階）☎４４ー１７３３
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聖心幼稚園 にこにこひろば
【園庭開放】

▼対　象　未就園児親子
▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時３０分～正午
▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせ
ください。
　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先
と同じです。

認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【わくわくクラブ】
　お正月あそび
　～こま回し・かるた・福笑いなど…お楽しみに！～

▼対　象　未就園児親子

▼と　き　１月１９日（金）午前１０時～お昼ごろ

▼持ち物　飲み物（お弁当やおやつ等もご自由にどうぞ）

【園庭開放】

▼対　象　未就園児親子

▼と　き　平日の午前中

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

きらきら・ひまわり情報
【おおきくなったね！】

▼内　容　１月生まれの誕生会、パネルシアター、歌、
　　　　　身体計測、手形・足形など

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１月１6日（火）　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

【0歳さんあつまれ～！】　※要事前申し込み

▼内　容　親子でわらべうた、月齢グループごとの交流、
　　　　　相談（離乳食、発達、しつけ、助産師個別相談※）
　　　　　※助産師個別相談は申込時に申し出ください。

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者

▼と　き　１月２３日（火）　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼定　員　２５組

▼申込期間　１月５日（金）～１月１９日（金）

【まめまき集会】

▼内　容　親子で歌、ダンス、絵本、まめまきなどを体験

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１月３０日（火）　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先
　こども支援センター　「きらきら」　　☎４５－０１１６
　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

すまいる　育成保育園
【OPEN　DAY】※事前申し込み不要

▼内　容　開放日、園内見学、保育園についての質問や
　　　　　子育て相談に応じます。

▼対　象　未就園児親子、保護者のみ

▼と　き　１月２４日（水）
　　　　　午前９時３０分～１１時
※当日体調に不安がある方は、参加をお控えください。

▼問い合わせ先
　育成保育園　☎４４－１９５８
　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

Himawari cafe（ひまわりかふぇ）
※要事前申し込み

　フォトブースや絵本コーナー、おもちゃを用意して
います。ゆっくりとお飲み物を飲みながら、保護者の
方同士おしゃべりをしたり、落ち着くひとときをお過
ごしください。

▼対　象　０～１歳の未就園児親子

▼と　き　毎月第二木曜日・第四木曜日
　　　　　（１月は11日（木）、25日（木））
　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　境ひまわり保育園

▼申込方法　申し込みはQRコードから

▼問い合わせ先
　境ひまわり保育園　☎３０－４８２３
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☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１

☆乳幼児健康診査・相談の日程

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第３金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第１金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第４金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場） 毎週水曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

内　容 と　き 対　象 ところ・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  1月30日（火）

　12：30 ～ 13：45 の 間に、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和5年　６月生まれの乳児
【ところ】
　保健相談センター
【問い合わせ先】
　健康づくり推進課
　地域保健係
　☎47－ 1042

  2月29日（木） 令和5年　７月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  1月31日（水） 令和4年　６月生まれの幼児
  2月28日（水） 令和4年　７月生まれの幼児

３歳児
健康診査

  1月11日（木） 令和2年１０月生まれの幼児
  2 月  8 日（木） 令和2年１１月生まれの幼児

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」
　☎45－ 0116
「ひまわり」
　☎21－ 8103

　※健康診査には、母子健康手帳を持参してください。
　※健康診査時の歯科相談希望者（対象：幼児）は、歯ブラシを持参してください。

妊産婦・乳幼児相談会、離乳食講習会
※要事前申し込み

▼内　容　①妊産婦・乳幼児相談会
　　　　　　（歯科相談、栄養相談、助産師、
　　　　　　 保健師による健康相談、身体計測）
　　　　　②離乳食講習会
　　　　　　（講話、調理のデモ、試食）

▼対　象　妊産婦・乳幼児と保護者

▼と　き　２月６日（火）
　　　　　①午前９時３０分～正午
　　　　　　※歯科相談は１１時まで
　　　　　②はじめてさんの離乳食　　午前１０時～
　　　　　　（離乳食を始める前のお子さんの保護者向け）
　　　　　　２回食、３回食のなるほど離乳食　午前１１時～
　　　　　　（離乳食開始後のお子さんの保護者向け）

▼ところ　保健相談センター

▼持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ※歯科相談希望者のみ

▼申込方法　電話または下記 LINE アカウントにて、
　　　　　　お子さんのお名前、生年月日、参加した
　　　　　　い内容を送信してください。

▼申し込み・問い合わせ先
　健康づくり推進課　地域保健係　☎４７－１０４２

ようこそ♡あかちゃん教室
※要事前申し込み

▼対　象　妊婦さんとそのパートナー
　　　　　妊婦さんお一人の参加もＯＫ
　　　　　（お子さんを連れての参加もできます。
　　　　　　申し込み時にお知らせください。）

▼と　き　１月２７日（土）
　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼ところ 地域子育て支援センター「ひまわり」

▼主な内容
◇赤ちゃんのお風呂
　～赤ちゃん人形を使ったデモンストレーション～
◇妊婦体験
　～妊婦さんが感じている重さを体感～
◇絵本の読み聞かせ
　～お腹の赤ちゃんとコミュニケーション～

▼申込期限　１月２４日（水）
▼申し込み・問い合わせ先

　健康づくり推進課　地域保健係　☎４７－１０４２
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図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！

　図書館関連 催し物

今月の新規図書
【一般書】
◇ユダヤ人は、いつユダヤ人になったのか（長谷川修一）
◇人生の目的（高森光晴　大見滋紀）
◇扉の向こう側（ヤマザキマリ）
◇マリスアングル（誉田哲也）
◇家庭の防災計画（高荷智也）
◇汁とめし（笠原将弘）

【児童書】
◇さわってもいい？（はまのゆか）
◇ほたるとワタルの物語（小手鞠るい）
◇ちきゅうのかいだん（松岡たつひで）
◇アインが見た、碧い空。（近藤秀将）
◇根っこってなんだろう（中野明正）
◇ダンス上達バイブル（ストリートダンス協会）
☆貸出冊数・期間　　　１人10冊・２週間
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市民図書館　☎４７－１０９９
◆開館時間　　　　　　　　　　　◆ホームページ
午前９時３０分～午後６時３０分
　【土・日・祝日は午後６時閉館】
◆休館日　毎月第２木曜日・月末

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費
　1月 20日（土）
　2月　3日（土） 古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」

市民交流
センター 13:50～ １００円

お忘れなく！
 市県民税（４期）　　　　　　　国民健康保険税（７期）
後期高齢者医療保険料（７期）　 介護保険料（５期）
　　　　　　　　　　　　　　　　の納期限は １月３１日（水） です。
・便利な口座振替をご利用ください。
・納期限内に納付がない場合、納期限後２０日以内に督促状を発送します。

年初め恒例の図書館の”本の福袋”いかがですか
　福袋には、テーマごとに本が3冊入っています。ただし、
どんな本が入っているかは、袋を開けてからのお楽しみです。
　昨年は、「新年から愚痴」「鎌倉殿の13人」「おそれのない
組織」などさまざまなジャンルをテーマにした福袋が並びました。
毎年「普段なら選ばないテーマの本だったので新鮮だった。」
などと好評を得ています。

【トークイベント「ひつじと綿と図書館と。」】
　地元で、個人事業主として活躍しておられる異業種のお二
人に来ていただき、それぞれの立場から「ものづくりへのこ
だわり、喜び、夢など」を語り合っていただきます。

▼と　き　1月13日（土）　午後２時～３時

▼ところ　ブラウジングコーナー

▼講　師　西山由美子さん（ひつじ製菓店主）
　　　　　仲里心平さん（元地域おこし協力隊・伯州綿シャツ職人）

2月18日（日）から2月27日（火）まで、資料
整理期間のため休館となります。
　この期間中は、本の貸し出しや、予約の受付、予約本
をお渡しすることはできません。
　なお、利用者の方が本の返却をされる場合は、図書館
の外壁のブックポストをご利用ください。ご迷惑をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、２月28日（水）は開館しますが、同月29日(木)
は月末日のため休館となります。

資料整理のため休館します

※１月27日（土）の「図書館で英語多読」はありません。
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－境港市の人口－
　　男　：15,762人（△ 22）
　　　女　：16,949人（＋ 14）
　　合　計：32,711人（△ 8）
　　世帯数：15,501世帯（△12）
　※令和5年 11月末現在（）内は前月比
　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談 　１月１１日（木）
　2月　8日（木） 13：00～ 16：00

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談 　１月１２日（金）
　2月　9日（金） 13：30～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

　１月１０日（水）
　2月１4日（水） 13：30～ 15：00

老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　１月１２日（金）
　１月１9日（金）
　2月　９日（金）

13：30～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30～ 17：00

法　律　相　談
（相続、不動産、
多重債務など）

　１月２５日（木） 14：00～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※要予約

多重債務・法律
相  談  会 　１月１８日（木） 13：30～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※要予約

相続・遺言相談 　１月　９日（火）
　2月１３日（火） 10：30～ 12：30

老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４
※要予約

家庭児童相談 月～金曜日  8：30～ 17：15 子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30～ 17：00 青少年育成センター　☎５７－５６７７

こころの相談
カウンセリング 　１月２９日（月） 13：00～ 15：00

健康づくり推進課
地域保健係
☎４７－１０４３※要予約

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日8：30～ 17：15※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日17：15～ 8：30）、土日祝（8：30～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日8：30～ 19：00、 火～金曜日8：30～ 17：15、
  第２土曜日9：30～ 16：00）
予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日8：30～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

開催中
～１月29日（月） 松本英三 木版画展 フエと花シリーズ

海とくらし
の史料館

9:30～ 17:00
（最終受付16：30）

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000

木版画展
入場無料

  1 月 13日（土） シンフォニー・アナログ・レコード鑑賞会「リクエスト大会」 文化ホール 13:00 ～ 17:00 境港市文化振興財団☎44－ 1000 無　料

  1 月 20日（土） シンフォニー・ムービー・シアター映画「じんじん」上映会 文化ホール
①10:00 ～
② 14:00 ～
③ 18:00 ～

境港市文化振興財団
☎44－ 1000

前売 1000円
（当日1200円）
小学生以下無料

  1 月 27日（土） 紙コップ2万個でアート！ 市民交流
センター 13:00 ～ 15:00 市民交流センター管理事務室

☎ 46－ 0471 無　料

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

31　令和６年１月
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よくある定型的なお問い合わせに、ＡＩ（人工知能）チャットボットがお答えします。
　インターネット上でのお問い合わせに対し、あらかじめ登録した回答を自動的に表示します。
　少しずつ回答できる質問が増えていくよう学習していきますので、こちらもお試しください。

今月の

げんきちゃん
みんな 元気い

っぱい

すくすく育っ
てね☆

市ホームページの応募フォーム

からご応募ください
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、
お気軽に下記の連絡先にご連絡ください。
　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。
代表電話番号
　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号
　　０８５９－４４－３００１
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窓口キャッシュレス決済始めました！
　住民票の写し、所得証明書など、各種証明書の交付手数料の
お支払いに、キャッシュレス決済が利用できます。

▼利用できる窓口　◇市民課　◇税務課　◇収税課

▼利用できるキャッシュレス決済の種類
◇クレジットカード（VISA、JCB　など）
◇電子マネー（iD、楽天Edy、WAON　など）
◇QRコード（楽天ペイ、ｄ払い　など） 詳細はこちら 市ホームページ

1

2

3

4

今
いまいし

石 翠
すいた

太 ちゃん
（令和4年3月11日生）（清水町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

家族の癒しのすいちゃん、このまます
くすく育ってね！

比
ひ が

嘉 希
ののか

佳 ちゃん（令和３年1月29日生）

　　　希
きさき

咲 ちゃん（令和４年12月26日生）
≪お子さんへのメッセージ≫ （元町）

たくさんの人から愛情をもらって、
すくすくのびのび成長してね♪


